




































































































































（●■1吟　’●●■一一●、↓L、1、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特★　片手で　安全に操作てきます．　押釦式環作ですから　月手て　蓮軸がてきます．また　床ヒのどこからでも運鱒てきYすから，荷物から離れ　て蓮韓すればきわめて安全に操竹てき，トロリー紗を　使えば遠方操作もてきます．★押釦は容易にご据しません．　鋼板製の箱の中に牧めて　押釦の保護には萬全を期し　ています．　長☆鋼索が巷ほどけることがありませ7・’　雀1過ぎの安全制限スイッチは巷下過ぎの場合にも　働ぐ階造となつていfす．★　1川に置いても　破損する部分がありません．　雀1一制限スイッチを改良して　ドラムの一トに出してい　たレバーを省いてあります．★　Sl　t高さを高ζ取ることかてきます．　走fユ用ぶ動機を　側板の外側；こ出してありますから，　フツクの有効巻L高さが大になつています．三養電機梢式倉耐¶Lや、1ノtJNタ●r絶縁ワニスの一内部乾燥と絶縁抵抗工場においてモータコイルに絶縁ワニスを含浸せる場合，しばし1ま問題となるところはワニスの内部乾燥と絶縁抵抗である・ワニスの内部乾燥がkむにOPtて組謙抵揃槻加するが，乾燥後加熱状態においては元の液檀獣態の絶縁抵抗に戻る・’乾燥劃たる金屡石鹸は紹縁抵抗を害するが，豫想さPtt　ltど大なるものてはない・、そftよリ鴇色ワ＝スが飴色ワaスよ臓饅においても，また乾燥後の加熱時においても縄縁抵抗が低い・各成分の紹縁抵抗を測定せるところ　　　　　　　　．．こtcは艶ワ＝スのみに含まれるギルソナtFの影響なることが推定されたが，　　a　��ギ・Vナイトはま繰色咳ニス踊鮒を與えてL・誠分である・●lI・緒　言工場においてモータコイルの含浸に絶縁ワニスを使用した場合，．しばしば問題になるのは，乾燥後モ〜タを回轄せる場合，乾燥したはずのワニスが浸み出すごどと，絶’縁抵抗が所期の値に達しないことがあも事である．これ　◎はコイル含浸ワニスが普通の塗料のように皮膜にして乾燥するのではなく，コイルの内部に浸み込んだものが固　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　へまるのであるから，皮膜の乾燥のように充分に塞氣に鯛、れず，ワ＝スはかなりの厚さを持つたまま乾燥しなければならない・絶縁抵抗もコイル中の布や紙などの影響は別と・しても，皮膜で乾操した場合と厚みをもつて乾※したワニxの絶縁抵抗とは異なつてくるであろ5・ある厚さをもつたまま乾燥したワニスの乾操程度と絶豫抵抗と　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’の闘係を述べたのが本報告である・　IL　内部乾燥と紹縁抵抗　　1．實駿方法　　　　　　　’普通絶豫ワニスの絶縁固有抵抗測定は，所定の大きさの銅板に…8〜…mmの厚さにワー・を塗声劇たものにづいて測定するもので品るが，筆者の望むところはもつとワニスを厚く塗ij，かつ液鰻のワニスより次第に『　　　　　　　　　　　　　　　ワニスの溶劇が蒸護して行くにしたがつて，絶豫抵抗が如何に饗つてゆくかを鋤たいのであa・よつて第珊　　　　ノ（イ）の如き普通ワ＝スの内部乾燥に用いるような4　．M‘に，獺状の（＋）（一）の電極を底に量いた容器を用いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ．ほf1“目的を達することができた・しかし内部乾燥は始めのワ＝’・の厚さに影響され・efつて糸色縁抵抗鰻つちるので，厚さの影響を知りたいと思つたが，それにはな＾お電極の幅が廣いのでこの實蛾には（ロ〕あ如く干皿の底に環状の電線を置いたものを用いで實鰍した；上記の　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　容器にそれぞれ一定璽厚さにワニスを探取し，液膿状態で重量および絶縁抵抗を湖慌し，これを100〜110℃の　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1；1研究所白　　　｛イ，��　　　　e　mln80→・〆井‘万次’節、　　　（v），��　　　　e　　　　　第1圏　絶線抵抗測定に用いた容器　　　・乾燥器にて乾燥し，一定時間ごとに取り出して重量と絶縁抵抗の測定を行つた．　’　重勲或はその間に蒸褒し先ワ＝スの溶剤の量である．ワニスの厚みの影響の實験には，最初の液騰のワユスの厚さを8mm・10mrp・12mmに饗えて乾燥し・絶縁抵抗および重量減を測定した・　　　　　　t　　　¶　2・試　　　粁試料には黒色加熱乾燥コイルワニスと飴色加熱乾燥コイルワニスを用い痴・旬者は乾鯛を餌でいるが・鶴は乾燥剃を含んでいない・　　　　’　3．實験台果　　　　　　，容眼（イ）を用いて行うた黒色ワニスと角色ワニスの箪験結果は第2圖に示した如くで，容器（ロ）を用いて行つた黒色ワニスの厚みの影響の實翰結果は第3圖に示した如くである・　　　　　　　　　　’　4・實議結果の考察黒色ワニスにおいては・液状では108Ω程度の抵抗値を示すが，乾燥と共に次第に抵抗は増加し，ほS“不揮嚢分が一定となつた時には10i2a程度に達する．しかしこの乾燥したワニスを加熱すると80°C位で軟かになちまた元の値の10’n程度になる・すなわち加熱により乾燥し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　，　　　　　　　　　　　　　　　l　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《85）　1　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　t　i　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　t　R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’、〆〒了．丁万7三“二川』ン・・　ri’‘：二．一一二⊂：’1：つ二＝うギ1：平”戸・−Xit．・温　　　20　　　30　　　　40　　　50　　　　60　．　　　　　　　　・．亭乞　　繰　　日寺　　r吉1・ワニスの乾燥時間と揮褒分の闘係　　　　一●一ワ呂スの乾燥時間と絶縁抵抗の闘係　　　’一〇一乾燥せるワニスの絶縁抵抗ξ温度の闘係　一△L　　　　　　　第　、2・圓　　　　　　　　ご1；’∵∵�n〜＝：二．ニア’�cで二運∴：三響　　　　　　　　　　　　1＾　　　　　　　　　　　　　　　N・　　　．　　、　‘　　　　　、　　　　　　　　『　　　　　　、　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　、　　’　　　　　　◆　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　’なWただ一麟欧一定馴酬する場合に・乾燥不　・　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て70　’80’C　　　　　充分の箇所ができれば，その部分の抵抗が低くなること　　　　はわかる・、　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　5　　，　　　　　IIL　一種々の乾燥剤を含める絶縁ワニスの　　　　　　“　　　　　　　　絶縁抵抗　　　　’　　　　　　1．紹縁ワニスの調製．　．，．　　第2章の實瞼により，内部乾燥が絶縁抵抗に大いに影響．二　　　　することがわかつたがその影響はワニスの成分，．乾燥％　　　剤の有無によつて異なることが暗示されているので，ξ乾、5。・　騨の入らぬ黒色ワ＝ス紅び飴色ワニスと・これに種、　埠’々の乾酬を雄垣ス磯撃室で働慣2章と同　一40　　　　嫌な方法にて絶縁抵抗を測定した．　　t「　　　　一『　・．　　　一’…　癸　　乾燥剤は普通Pb　Mn等の亜硫仁油石鹸，・ジン石鹸�d　’3°　　乞嚇仁油，ベソジン等に醐した，L・わゆる灘乾2。分　酬を工鋤に用いる茄これ｛欲第に鍋磁醐澱　　　　し，また溶剤が蒸登したりして使用中成分の一定力糊しt。　・難い．よつて今回はペンゾ�m・可酬のPb，・M・，，・C。の・　　　　ロジソ石鹸を作り，これを粉末にしてその金属量を分析、　　9　　　’　し，望む量の金属ロジン石鹸を採つて，これを．ベシゾー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当・に溶蹴�P一・に娠る・t．1・より，ワ叫・幽　　　　　　　　　　量の乾燥剤を加えることを得た・　　’「『　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　温　　珪、’　　　　＿　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　20　幽　40　　60　　80　　100　　！20　°C　　たワニスが軟かになると，溶剤が入つている元の状態と　．n−（閉　　同じよ5になる．　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　1♂　　　乾燥剰の入つてない飴色ワ＝スは大いに趣きを異に　　し，これは液状において既に10tin程度を示し；乾燥し　”i　10i2a程度になる．これを加熱しても80°Cにおいて　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶　　1010Ω程度であつて，黒色ワニスのように低くならない・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16i　　すなわち液｝伏において既に抵抗の良いワニスは，乾燥に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵　　よつてあまり抵抗が鍵らず，乾燥したワニスが加鎮され・コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　た場合もまた抵抗の下がることが少ないここのようなワ　　＝スは少々乾燥が悪くても抵抗が低くないし，また乾燥　　　lote　　後温度が上つても抵抗が下らないから，絶務滋抗に關す　　抗　　る限．り優秀である・この原因は乾燥剤の有無によるもの　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　か，または黒色ワニスと飴色ワニスρ組成上の違いによ．　　＼　　るものかはつぎの問題である・黒色ワニスと飴色ワニス　　　tO？　　の組成上の大きな相違は黒色ワニスはギルソナイトの如　　き’7スフアルト質を含むが・飴色ワニスはこれを含まな　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　●　　い黙である，　一、t　　　つぎに乾燥時のワ．＝スの厚みの相蓮の影響を黒色ワ＝　　　1♂・　・スについて行つたところでは，厚いものが幾分乾燥が遅　　れ，絶縁抵抗も少し悪いが，始めのワニスの厚さが　　8mm，　IPrnrn，12mmの程度ではその差1は除り著るしく　　　　　　　　　、　　　　　＼　・N　　2　（86）　　　　　　『〜　　　．　・　　　　　　　．　　　　　　　　　、、●　　　　　　．　　　　　　　　＼第3圃　ワ昌スの厚さめ異れる場合s揮発分ノ　　　三三菱誠・−VOL．　23　　No．　4・1949t1■《『、’、ヂi試料乾燥剤指鰯乾燥内部乾憾粘　　度　十不揮登分へ、’悪10時聞良鑑搬よらず黒　　色Pb8　〃〃4150（15°C）一加熱乾燥6　〃良妃搬が少しよる「430（30°）50．5％．コイルワニス　1l　　　Mn2　〃良鑑鐵がよる’1　　Mn十Pb’　　11　〃良好，搬最も多し　　　　　　　　　　　∨、“3　〃良好，搬よらず／　、　　　　　　　　　．　　　　　　　　’飴　　色Pb3　〃〃391（30°）加熱乾燥・Co1　〃良からず，織よる41．3％寂イルワニスMn1　〃聾　　　　　　　・「レ．ドウツド秒）「1Mn十Pb1　〃〃一／、．第1表　試作Lたワ昌スの性質’綱磯中の金eeは分析の繍つぎの通りであっ　た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　Pbロジソ右鹸中のRb　　　22．33％‘　　　　Mnロジン石鹸中のMn　　2．26●　　　　　　　　　　　　　　　　　碗　　　　Coロジソ石鹸中のCo　　　　7．071實翰室で作つた黒色ワ：スと飴色ワニスはおのおの5つ　め部分に分ち，Pb，　Mn，　Co量を各ワニスの油分1009に　封じてO・003モルに�bるよ’5に乾燥醐を添加した・他に　乾燥剤を加えないものも作つてこれらと比較した．　　調製した各ワ＝スについては簡軍にその性質を試験し　た・試験方法は日本標準規格に擦り・結果は第IXに示　す如くである・乾燥に及ぼす乾燥剤の影響は著しいもの　である・　　　　　　’　　絶縁抵抗の測定は第2章に蓮べた電極入り干皿（ロ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を用い，乾燥前の液隈ワニスの抵扮を測定し，これを　110°Cで24時間乾燥して室温で抵抗を測定し，100°C．でまた測定し，っぎに耐漁性を見るため24時間蒸溜水　に浸漬してかち取り出し，表面の水を拭つて室温で抵抗’を測定した・　　2．實顧結果　實験結果は篇2表に示す如くである．　　　　3・　　實騒結果の考察　　　　　　　　　　　　　　　　・　第2表を見るに黒色ワ＾ス，飴色ワニス共に乾燥剤の入　「　らぬものが絶縁抵抗最も高く，乾燥剤の入つたものはす　べて抵抗が幾分低くなるが，桁が鍵る程低くならない・　乾燥前の液艘ワニスの絶縁抵抗においては，第2章の場合と同様な傾向を示し，飴色ワニスはすべて1σoΩ程度　　　　　　　　　　　　　　　　　であるが黒色ワニスは10〜109nである・もちろんワニ　スは成分のみで決定されるわけではなく，その製造の際　に乾性油がどの程度まで煮られて重合しているかが問題　となるのであるから，全く同じ條件で作られてない両ワ　ニスを直接に比較するわけにはゆかぬが，第2章の結果、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘かi試　　、料黒　色加熱乾燥kイルワニス　飴　　色加熱乾燥コィルワニス乾燥剤一一一＿」＿＿堕＿一．縁’抵抗　　（a−cm）／乾燥前無PbCoMnMn十Pb、室　　温8．98×10i2．201．850．960．88室　　温6・09×kO　24．784．843．472．73．　24　　時『司　　1100C　　乾聾貢雀麦　無　Pb・　　　　　　　　　t　Co　MnMn十Pb　2．48×1010　1．92’1．54　工．48　1．53100°C　　　　　　24時間水浸後室i盈5．21×IO）　　　　　　　　　5．54×1023．62　　　　　　　　　　　　　　　3．854．13　　　　　　　　　　　　　　4．19；：ll　li　’；：え1．76×10i3　　　　　　1．40×10　e1．46　　　　　　　　　　1291．12　　　　　　　　　　　0．761．46　　　　　　　0．621．52　　　　　　　　　　　0．871．41×10100．420．180230．221室温　15〜21°C　電屋　206VD．C．　　　　　　　　　　　　　　第2表．　’絶縁ワニスの内部乾燥と絶縁抵抗c白井試作したワ昌スの紹縁抵抗　　　　　　　　　　s∫t（87）3ノ゜　b●tF、τ一、▼Si　・7．　　’�di；：ン，←　．：ごiKl．．．＼，1’．『’tき・ぺ　・””’　ぞ学メご　二幽　　ジ　　　　　　　　　、試料　　1紹銚抗ヒΩ一・減　　　　　　　　●　　　　　　　　　．一桐・油　　1一1＿r�H．6蜘6詰へ　　　，一、1‥　　一｝’　　　　　　一　　・　・　．千．　．　　　　　｜油　　　　　　11〆・　　ふ　　　シ　　荏　　　　　　　　・油　　↓　　　　　15・45×1は．・エステルガムミネラルターペソ、　＼　　［1009｝、〃　　い　　　1■　、12×1010　　　　　　・　ギルソナイド三ネラ竺ペソ　　　　‘1009’ふ9×1ψ　　　　　　’　　　　　竺、　　　　　　　　　　AミネラルタPペソ●　　　　　、6．8×102　，　　　　‘一ペソゾ⊆ル　　1、−1　　　　　　　／1．87×1012ベンゾール　　　　’Mn一一．・・．元6。1惚　　　　　　　1．一3・4×1αo　　　　　，−1．　　　　　　　　一ペソゾ＿ル　　　、　　　　　　　‘。．。。、璽3ξj　・　　　　　　　｜9．9×10tO、＝　　’　≦ンゾールPb　　3。．。。、璽0劉、　　　、6．2×10’o，　　　　　　　　　．　vt：　　　　第3表ワニス願の絶穆抵抗　　　’から考えても黒色ワ＝スが飴色ワニスより絶豫抵抗が低　　　い傾向がある．〉　　　　　　　　　　　　、　　　t乾燥後は黒色ワニスは102Ωまで上り，−100°Cではほ：　　　S’液題ワニ双）抵抗の10c程度に下がる，飴色ワニス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・では乾燥後10覗まで上り，1◎0℃では液濃ワニスの　　　10JOΩに下る・これらはすべて第2章の實験結果乞同傾睾　　　向を示している・　　　　乾燥後のww性を見るため↓2嶋固蒸溜水につけてカ・　　，ら取り出し，表面を拭つてから測定する方法は恒第2章、　　　では試みなかつたが・普通黒色ワバ（y絶ワぽ劫　　　噸性が良いとされているので試みたところ，’果して黒　　　色ワニスは抵抗10t22のものが浸漬後1ぴ2ρでほとんど　　　下らないにもかふわらず・’飴色ワニスは抵抗1σ連のもノ幽　　　のが浸漬後10ig程度に下り吸漏による抵抗劣化が顯著　　　’であつた・．IV．絶縁ワニス成分の絶縁抵抗　1．試．’粋｛　　　　　　　　　、一一，ノ竺鴎�f�f艦簾�cユξ竺↓　　．の値に大きな影響を與えるものはワニスの成分にあると11鑓憲1｛璽ll離灘一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹸は1509のベンゾール・1こ封して，金属量がoroOlモル一’「・　　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　e，　　　　　．．　　　　t　　〜　　　　　”　　　4（88）　　　三，ゴ」　　1／　　　　　　　　．　　　』t’t　　・　　　・　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、　　　−　　　　　　　　　　　　　1　　　、　　’、　　　．．．T　Ttへ∴．TIIぐ　｝’�hご・＼．．．’：一・∵一∵一’7’．’三　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　・　’．．　．．　　”：：t”こ、‘，　　　　　　〆’　．ゾ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’／　　　　　　　　’Ht　　　含むが如く溶解したものにろいて測定しだ｝｝なおこれら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の樹脂や油類は化畢的に純警な物質でないから！産地そ　　　の他により，著るしく抵抗を異にするであろう・すべて　’　　　試料口償所ワニス工場で現在使用しているもの，および　　　加工したものをとくに精製せずして用いた∴　　　　測定容器は普通油類の抵抗測定に用いる径8cm俺圓　　　　　　　　　　　　　ノ　　　板電極を1mm離して電極とした硝子容器を用いた・　　　　　2，責騒結果　　‘’　　　．、〜　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　1，　　　　實瞼結果は第3表に示す如くである・　　　　　　　　　J　　　　　3・實騒結果の考察　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　’ワー械分中の絶徽郷酬樋も良く・脚雛・　　　　つぎ醐類で・°．｛1〜・°｜2嬬�dつぎ（綱繊分培�`t　　　　ステルガムで10’o程度，最も悪いのはギルソ声イトで　　　　1曲殺，乾燥剤をベガール｛・溶力・したもO〈tat　IQIa2・、　　　　程度でギルソナイトより良い結果になつている・黒色ワ　．　’’諮慧護ζ霞�`�h1も靭ナ元　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K　　　　　　　　N　　　　　V．結　　　言　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　1．絶編ニスの内部乾繊絶縁抵抗の闘係を吟味せ　　“　　　　んとし，特殊な測定容器を用いて抵抗測定を行つだ結果　　　　は，繕豫抵抗は絶縁ワ三スの乾燥と共に上昇するが，こ　　　　れをiOO°Cに加熱すると，元の液燈の場合における抵抗　　　　まで落ちる．液麗の場合に抵抗の良いワニスは，加熱し　　　　た場合繊撚下らぬ・實際の鋤・あたつて乾燥の充　　　　分でない場合，乾燥後使用中温度の上る場合には，液鎧　　　　のワニスの継縁抵抗にまで下るのであるタ・ら，液題にお　，　　　　けるワニスの抵抗老測定することも必要であると思5・　　　　　2，普通乾燥醐に用いる金属石鹸が絶縁抵抗を害する　　　　と言われているので，種々異なつた乾燥剤を含むもの，　　　　全然土曝色・飴色ヂスを働・そOP絶灘抗を測　　　　定したところ，乾燥剤を含むワニスは，含まぬワ三スよ　　”り抵抗は悪いが，その影響は豫想さ］した程大きくはない　　　　また一・般に飴色ワニスが黒色ワhスより絶縁抵抗は良い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　〆　　　　’　　　　が，耐潟性が著るしく悪い　　，　　　．　　　　　、　　　　　3・ワニス成分の絶豫抵抗を測定したところ，溶剤，　　　　油類は良く，乾燥剤のベンゾvル溶液力くこれにつぎ・つt’　　　　ぎが醐膿たるエステルガみの溶液で，アスフアルト質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　のギルソナイトの溶液が最も悪く，黒色ワニスが飴色ワ　　　　ニ存まり絶豫抵抗の悪いのはこれによるのであろうが，　　　　　　　　　　　　黒色ワニスに耐漁性を與えているのもまたこのギルソナ　　　　イトである．　　　　　i　　、　　‘　　　．’’N鞠t　　　　　一一・’h　　　ト三菱電機・VOL・　？3、　N・・4・1949三・●　り　　　　　・　　、t　　．�Q　’l　　　　v！一’もt■669・715tFe不純物がA1およびその合金に及1ます影響（第二報）第一報ではA1−Cu−Mg系とAl−Si−Mg系にFeが及ぼす物理的性質及び鋳造性を　設表したが，本報告ではA1熔解に使用する鐡器からFeの潰散により悪影響を友ぽすた吟友銑29類ett綱の試榊蹴A1中に10時間瀬い時間ご　とにFeの溶入量を調査し，その溶ス〉防止策を報告したものである．　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　．　　　1　　　　，　　　　　名耀難所　長　谷　川　　武τ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ、　1．緒　　　言　　　v第一報においてA1合金のFe影響を物理］勺性質および　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋳浩性について遠べたが，本報告ではA1およびその合．　金の熔解は一般に域器を用いられているため，熔融Alは用器の鐵と接凋して撞散によつて熔融A1中に吸牧され　るから，その基礎實険として二種の友銑及び軟鋼の三種類の試料を熔融A1中に浸漬して，　Feの溶入を容量的に測定した・なお村上氏＾DはA正に封する各種元素の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ撞散係敷を褒表せられているし，その他大日方博士のはA1に封する鐵及び硅素の翠動につい’i，軟鋼，硬鋼，白銑友銑，の四種類を熔融Al及びその合金1こ封してFeの溶入研究を襲表せられている・　しかし熔融A1中にFeの溶入する報告はあるがその防止策についてはほとんど護表をLL’ない・よつてここにその前記三種類の試料を熔融AIヰに浸漬しFeの溶入を調査しその封策を報告するものて主る・　2．實瞼方法と試料．　　　〆．　　　　　　　　　　　　　　　一　　　’第1表に示した純Alを第1圃に掲げた＃2の黒鉛柑塙に熔解して800°Cに加熱し，第2表に示した組成の試料を18mmψ×250mm　に嘉造したものをtAl溶湯中に40mm浸漬し，，1時間ごとに熔湯を摺拝し，溶入した男，　　　　　　　第1圃實瞼装置　　　　　　　　　　　やFe量を分折して10時聞まで行つた・また試料汲出後浸漬試料は熔融痴中に折鰯画を常に均L一に保つた．」　3．實‘験詰果　　　　　．、　　　　　／3種類の試癬（第2表参照）　を800°Cに保つた熔融A1中に澱し1醐ごと崎析試髄探集して・F・量を、測定した結果を第2圖に示した．試料AとBは亥銑で繊隈つぴの晶る細銑嘩いCまど・喧の溶入t　’s�n！試料　1成分fi．純　　A1Fe＝0．37％’　　？．0　　6、0第1表熔融A1の成分510⇔、、　　A　　ド　へ　　B恥G�t同M・PS　　　　　　3・261　2・46　＿1＿　　　　　　2．82］2．28　　　　　　　　　　　　　、C．　i…81一0．800．54一・一トー十1．822．430．95　0．2310．040．41　0．390．180斗一「∋＝ト1　3．o！，。T　i．o　　　o工一’　’’’’’’’’’　　’，’．●〆1一’一一x．一11第2表　浸涜芦料の戌分　　　　　　　　　　　』t縞料c−一　　　　コ織蔚8一ニー一一織粁A＋一・＼　　・K　’〈．い　　2　　ヨ　　4　　　ら　　6　　？　　8　　9　　10　　、　　・r‘一：一“　｝E三負e｝ma輪　　　　’　第2圏各試耕によるFeの溶入量　　　　　　　　　　　　　　ロ　●　、　　　　　　　　　　　（89・）5一“’i、、、‘⊆seノ1＼’3墨巨、R’Fノo，　　4．oi●iozo1：。嚢　oβ　N　t鋳ン7　蹴e一雛？e慣．一一鴨剛’…’虜匂ホ麹峻一一一　才布　　1　　2　　9　　4　　S　　6　　？　　8　　，　　to　　　　＿合矯浪崎向日P第3画試椅Aを種々の禽理をしたFeの審入量第4圖　A1−si　2，4，6，8t　10，12，14，16％含金　　による試糾Aを表面1mm劇つたものを漫漬　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　’　　した熔入Fe量20・　b　　r�i　　　　　o　　　　　　　　l　　　2　　　3　　今　　　8・　　6　　？　　　8　　9　　，�R　　　　　　　　　　　＿湧潰跨命Hr　　　　　」第5違　r一シルミンに試糾A妾850°C×10Hr　”　　　　　　　　　　虐理をLたFeの熔入量　　　　　　　　　　　　　　6　（90）　　　　　　　　　　　　．　　　・祈融A1遷潰雨融A1漫潰試耕A‘試耕B試耕C檎眞第1各試耕の熔融A1申に10時尚．　　　　遷漬後の厭態　ZnO　水　　　　850°CX　　　　　試親表薗　溶液塗布　　　10Hr虎理　　　lrnm　kn’り、　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ・．）X芒、篶）’Ssr’毒韻論難�m篇巖瓢�mのR　　　　　三ξ菱電機・VOL．23　No．4・1949＼’　　　　　　　、ノ・ず．噛’　　　　、　　　　　　　　　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が少なく，，試料Cは軟鋼で極端にFe¢）溶入が大　’　　‘〆であった・．しかし第2画におい百最も結果の良好で　　　　　あった試料Aにっいて操業の黙から比較櫨討すれ，　　　　　ば4〜5・時間で次第にFeの溶入が増加ずる傾向に’　　　　あるため，この顯を考察して10時間操業において　　　　　もほとんど壇加しない方法を種々實翰したものであ　　　　　る・實験は試料Aについて行つた・その方法は　　　　　　a．試料の表面1mm側つたもの　　　　試料　　　　　　bt試料の表面にZnO水溶液を塗布したもの　A　　　　　　c．試料を850℃×10Hr　　焼鈍したもの　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　へ　　　　以上について實験した結果を第3団に示した・圏中　　　　試料をlmm削つたものは第2薗のB試料と似た，　　　　結果をみた・またZuO水溶液を塗布したものと　　　　850℃・IQH・灘屯を行つたもの1まユ0時間鯉後　　　　　とほとんどFeの溶入は同量でその結果は最も良好　　　　であつた．　＼・　　　　　　　　　　　　、‘1くまたGwyer　and　Phillips’3）｛ま種々Al−Si2Feの三三元系について論じ1ているが，AI−Si系に輩ポしてもFeの溶入量は大であることを大日方博士は護表されている・また同博士によれ（ばA1．C。系及びAl−Mg系よりもA1−Si系の鐵材を侵蝕し易いことをtwtrれているため，Al・・Si系について浸漬試料句Aにより　　　　●窺眞第3純Alの　　　　　　　　＼凝固状藩（砂型）試耕β　實瞼した．熔融A卜Si合金のSi量を2，4，6，8　10，12，14，16％どして前記同様の方法で行ないFe’　の溶入量を測定した結果を第4薗に示した・圓に、　；tsl‘：rtSSi・4％th’　F。の溶蝿が峨と低くなつ　ているが，特に．Si　6’％附近から急激に増加するご・　　とがわかつた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　4・γシルミ’ン系に封する試料Aを850RC　　　　　×10Hr焼鈍したものの浸漬結果種・實馳結野・・〜（励・・8％M・…轡　％，Mu　O・5％，　Al残部）に浸漬試料Aを8509C　×10Hr焼鈍を施し前記の實験方法と同様に行つ　た・その結果を第5園に示した・囲において2時間　目よりFeの溶入ib：やや上昇し10時間までほとん　ど攣化がなP・つた・ここに2時間目よりFeの溶入　増加鴎4圖毎Si碗合か脚辮結果からみンても同様の餉がわて品箇酩特有あ現象と考くliHr2Hr3　Hr4Hr5Hr6Hr7Hr8Hr10Hr1Hr　　2　Hr3Hr4　Hr5Hr6Hr7Hr8Hr9　Hr10Hr1Hr・2Hr3些・4Hr5Hr6Hr7Hr8　Hr9　Hr10Hr富眞第4各試籾の毎時分析試料を採集したものの　　　　　凝固状態Fe不純物がA1およびその合金に及ぼす影響（第2報）・長谷lll　　　　　　　　　　　　　　　吟■　　　　　・　　　　＼　・（91）7＼‘jt、、■1Hr　　2　Hr3Hr4Hr5　Hr6Hr7　Hr　　8Hr9Hr　　10Hr1Hr　　『・2’Hr　　く3−Hr4Hr5Hr6Hr7Hr8Hr　　　9　Hr　　　10　Hr霧眞第5試料Aの各虚理を施したものの毎時　　　　　分析試耕を採集した凝固状態　試耕1mm削つt‘ものの旙固撮態ぱ嵩眞第4　試wa　Bと殆ど同様のため省略した＼　　察した．　　　　　　t　　’　・　　　富各種試料の鰍A坤に10時間澄渡した　　　　　　試料の状態　・　　　　，　　　　．、　’s　　鴬眞第1’に10時間浸漬した各試料の状態を示した．富　　眞たみるように浸漬状態を比較したが試料B，C，にお　　い謙灘はA！申繊の灘を柵る・鴬鱒2は前　　記試糎の舗蹴を卑抽の批較した・試料の表�_瓢懸�f二耀籔撒；；　　・の附散鋤なかつ栖F・歎聖多蝿の‘・難　　8（92）　　　　一　　　　，．　　　　　　　　　　　　　　　　一　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．　　　　　　「　　　　　’　、　　　　　　’　　　、　　　　　　、　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　の　　　　　t一　　　　　　　　�d・「　i，”　．’ZnO水溶液塗布　　ノ嘉真第6Al−Si　4〜16％装入したものに　　　　　　試糾Aを表面1mm削つた試耕を湊　　　　　　漬L毎蒔分析試字の採集Lた凝固欺態　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　マ　　　部で著るしく浸蝕されている・　．　・6．各種試料の浸漬1〜10・時間における，　　　　　　Alの凝固歌態　　　　　．　　　　　　・850°C　　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　　　　一．響樫欝1露竃搬�f騰籠sでの鏑騰を比較しぜ烏眞第5は継｝Aを各種の庵理1を施したものである・この状態ゼみ：（Peの溶入量が1％以上になれぼ凝固表面のシリソ・ケージが少なくなり，．一’Stにその表面lix＄・t〈’れ氣衆なる詰を示した・顛第6はA1−Si　2；4’・6，8，10，12，．14，16％の合金1こついて試料Aを・表卸mm削つたもの提漬添の・，y・＄s−s・12％共晶附近を境として凝固砥が憂化した；’な一tおこめ全試料探集は砂型で鏡造温度8Qo−°Cで行　　ふ・同試料を分析してFeの溶入量を測定した・　　　7．‘各種試料の浸漬中におけるA1顯微鏡組織　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　各種浸漬試料を熔融Al申に浸漬しFeの浸漬状態を1−　　「時聞ごとに調べたが，こζでは1，5，”10時間あ組織を・灘きした顛第7｛讃験に用いた絡Al（F・ぴ37％頷）1　　を示した・額ボ8｛洛髄漬試料A，BジC，噸融1　　Al申に浸漬して前記の各時間における組織を示した・夏ζ鷲灘籔慧縢難：；還・Al・・＞wtuel・みちれ声1叫1◎ご・・の・元給べ　　　　　　三　　三菱電機・．VOL　23　N…4．・lscg、，、　／　　　　　　　　　・　　　　　i　　　　　　　　　　　与　　、　　　．　…　　　”　　　　、　　’　　　　　　1　エ　　　・　　　．i　　　・　　「　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　i　　，　　　　　　　　　’　　　，　　、　　　LtF　　　　　　メう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　ジt　　’、・　…：t’t　．’）�n・、　〆dザ1べτ∵ろ’アいぺち＃”’一　　　　　　　’×　一bt物と思われるもめが黙在している・10時閤後においてはE漬試U｝eの軟鋼にみる黒色針殊晶はFe　Als窒Siと似ている結晶を認めるがこの組成は不明’　　　　　　　　　　　づである・また宮眞第9は浸漬試料Aを表面にZuO水溶液塗布したものと，850℃X10　Hr焼鈍したものはほとんど針状のFe　Al，を認めないが後者は8時間浸漬後より僅少のFe　AIの祈．　　浸　　　漬　　　試　、　A漬試B、1Hr澄篭試C1Hr漫表漬声試昏in嘉曙　馨＼v4一宮眞第7純Al　　　�d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀’　5Hr5HrN＿　　　●t　x−9　、t　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　ロ出を認めた　なお同試料の表面1mro　　’倒つたもの｛ま細い，慎鉛｝伏のFeA18が存在した・次に鴬眞第10はAl−Sls　2，4，6，8，10，12，14，16％を装入して浸漬パ料Aを表面1mm制つた試料を熔融A1中に浸漬して0，1，5，10時間の組織を示した．なお参考までに第6圓にAl−Si−Fe　乎衝駄態｝圃を掲けた・この状10　Hr10　Hr■1Hr　　　　　　　　　　　・　　　・　　5Hr　　　　　　　　　　　　　　　　10　Hr　　�違ﾁ第8　各遷漬試料の1，5，10時間のAI顯磯鏡組織　　×220　　　’　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　1　　　、　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　う　い　’純AIξ筒細織　　　　　　　　、　Ntt純Alと同組織■／‘　1Hr　　　　　，　　　、　　’　　　5白ξ　　　　　　　　　　　　　　10Hr寓眞禽9一漫漬試耕Aの各種虚理を施Lた1，、5，」0時間のA1顯微澆簡織　　×220＼tFe樋物がA1およびその合蝋及ぼす影響（第2報）長谷川x；　・NσN〈＼、’｛■（93）9耐（1・1！』ft’ta　　　　　　　　　”　　　　　　k・　　　　　　　・　　　　　　’　峠ム“f�n！亘、　　・�_ごA1ξ：弓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　，メ　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　●　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　、ロ　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　1Hr　　　　　　　　　　　　　5Hr　　　　　　　　　　　　　　　10Hr　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　1Hr　　　　　　　　　　　　　5Hピ　　　　　　　　　　　　　　10Hr　　　　　　　，　　　　　，窟眞第9　浸唐試料Aの各種虚理を施した1，5，le時間のA1顯微鏡組織　　×220Si　2％・OHrSi　4％…OHr10（誕）■＼1Hr＃眞第10ノ5Hr磨遮�`言　、�_い・・　”寸2巌曇．10Hr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　1Hr　　　　　　　　　　5Hr　　　　　　　　　　　10H雲Al・Si　2”v16％合金の浅潰試耕Aを表面1mm削つた試耕を　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　1，5，10　Hr漬・k　LたA1組織　　×220　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘き・pVO】し．　23　　1恥・　4●1949　　　’〆1sL　　　　●＿Ltt；“　　　　、｛／、、　、t’’r　よ憲・q却　　　：　A4態圖については多くの研究者によつて護表せられているがDix−Heathc4）’iSDGwyer・・PhilliPs　3）あるいは西村博士’・・によつできしく融されている第6箇に蹄蛾tSi　6％…OHrtSi　8％…OHr　　1Hr1Hr態間はDix−Heathの研究したものである．この研究者　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　もの論ずる盧によればAl・低Si合金ではβ（Fe−SDで窩’眞8〜10においてみる板状に形成したものてあるが，5Hr5Hr、10Hr10　Hr　Si　10…％OHr　　　　　’　　　　1　Hp　　　　　　　　　　5Hr　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　寓眞第10A1・S量2〜16％合金の漫涜試耕Aを表面1mm削つた試親を一　　　　　　　　　　　1，5，10Hr澄漬LたA1組織　×22010Hr、HN　　　Fe不純物がA1およびその合金に及ぼす影響（第2報）・長谷川’（95）Tl’f，卜／〜‘　　　　　　　　”　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　喝’e’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tA1−Si一吟三元系の特有の支那文字形の結晶はSiが5％以」1におO・て浸漬5時固経過後富賃暫10においてみられるが，一般にFe量が多いため直線となつている傾向Si　1　29ζ：一　・　OHrSi　14％…OHr1Hr翼樫騨、じヰ　　も　ベウ1嚢懇岬一　　　　　1Hr　　　’　　　　　　　　　　．　　　S日6％・・イ）Hr　　　　　　　　　　　　　　　り　　べ’　、・　　　　　　　　篇眞第10　　　　　　　　　　　　、　　　　Lf12（96）i’1Hrt、t　　　　　　　　　　　　／　　、　　　　　、．♪’＼・がある・含有Fe量の増加によつて一“it明瞭になつている・また組織の中に多角形の結晶｛華0晶わSiで，その働部分はA1とSi旗晶であつて細惑鍵した結5Hr5　Hr　　　　　　　　　　　　ノ　　　ド　　　ノ　　　　　　　　も　　ジさくヵ’鰹臨蕊織鱗難藩籔　　　　　　　　　ノ　　　　　5Hr　　θ、　　　　　、10Hfも‘10　Hr　　　　NAl−・Si　2〜16％合金の遷漬試料Aを表面1mm制つた試親を　　1，5，10　Hr浸潰LたAl組織　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　、　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　、　　　　　’　　　’　＼�`　ノ　　　　　　　、，s10Hr×220　　　ff菱電機・VOL．23　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＼　　　　　　　　　ザNo．4・1949→jtb1’、・∵、ぐ一∵1∴∴：　　　　　　　　　　　　　　で　　　　s　　／’晶をしている・次に窟眞第11｛ま　γシルミソに野して浸漬試料Aを・850°C×10Hr焼鈍をした試督に　よつて實翰した組織である・この　暴織については第1報を参照され　たい．　　　8．各種浸漬試料の顯　　　　　微鏡組織　　富賃第12，13に示したが友銑の　　組織で黒い片駄は黒錯，素他はパ　At　　一ライトてパーライト中の條はセ9．　　：織’き篤＾w、　∫マ　「な　　t　　　ペ　へ灘響麟顯：　　　OHr8ぎば　ぐ病竃濠やs隷竜’“h’��●　’t茎ハづ心　’●ト、、　　　　、　　　’＿　　〆　　7●’Ie第6圏Al−Si−Fe卒衝状態園鑛灘畿欝　　　　　田i算眞第11、L、　T　司’Sンタイトであるが白色部はフエ　　　　　　　　　　ノライトモある・ここでみるように鐵，kメソタイト，黒錯，のB相が共存していることがわかる・また漫漬部は違00℃で10時間も加熱されているのでほとんど結晶組織の微粒化とセメンタイ1トあるいはパーライトの駄態が攣1化されている・次に850°C×10Hr焼鈍したものは遊離セメソタイト遊離一ライトとなつている・5Hr■γシルミ；k浸漬試耕Aを850°C×10Hr虚理Lたものの0，1，5，10時間におけるγシルミン顯微鏡組織試料A　欝造のまま同上10　Hr浸漬後試料B　欝進のまま同上10Hrを浸漬後　　　　’10　Hr試料C　蕩造のまま貢眞第12　各種浸潰試料の違澄前後の組織　　×650Fe不純物がAlおよびその合金に及ほす影響‘第2報）・長谷川／　　N　　　”同上　　10　Hr浸漬後‘（37）13‘9’1H・．t，i’∫．　　．・．こ’ブ♪s●1．　　’9．一鋳鐵の成長　　鏡鐵製A1熔解鍋使用中しばしば起る＼　　鐸鐵の成長について参考までに濱佳博　　土の研究されたものを示すと第7圖の　　ようである・友銑を繰返し加熱してそ　　の膨脹を測定したもので950°Cまで　、加熱して950℃〜650°Cまでを9回　　繰返し行われたものである・この膨脹　　の起る原因につい宅同博士は次の結論　　融述ぺられている・　　　a．Fe，，Cの分解による膨脹・　　　b．Al憂膿に俘う睦積の褒化によ　，　　　　る膨脹　・　c．地繊に固溶した元素主とじてsi亀　　　の酸化による膨脹．dr　Fe；，Cの分解の際に生ずるその　　　周邊の徴細鍾裂による膨脹　　以上のよ5に鋳鐵製A1熔解鍋使用中，濠翻瓢からみて黒錯の醐・浩　�dうて侵入するガスによつて酸化せられ　　る原因が多いよ5に考えた・’そのためs　　熔融Al中にガスの浸入することがあ　　り熔解に際して困つたことがあった．　　また錆鐵の成長に甥する防止策として　　Piwowarskyの詮によればC，rの添加　　が最も効力があると登表しているが，　　要は黒錯を徴細化することによつてあ　　る程度成長を防止することができた．］0、結　　言　　實験結果を綜合してAI熔解用に使用　　する鐵器の材質を擦討し・熔融A1に　　封するFeの溶入防止方法を総括する　　　と次のようである・　　　a・溶入F¢量は試料A・B・Cの　　　　　順であった．結果からみて白銑　　　　　li近い程溶入Fe量は少ない・　　　　　　しかし溶入Fe量の少ないA試　＼　　　　　　　　　、　　　　　料の表面を削つたものから考察　　　　／tすれば相當の差を認めた・その、�d　　　　　ため表面は魔理をじない方がよ　　　N、　辱い．　　　b・ZuO　永溶液を塗布したものは　　　　　Feの溶入は少ないが操業上困［』灘・ぷ・E・　　　14t（98・）’　　、　　　　　　・｝．　　　　　　●，『　、　　　　・、　　　‘＼試耕A　鋳造のまま試料Aの表面ZnO水溶液塗布　　　　101Hr浸漬後試料Aの850℃×10’Hr虚理　　　10凪r漫漬後　　試料Aの表面1mm削り　　　　　10Hr浸漬後＃N第13試va　Aの各種麟1’　を施したものの10Hr浸漬後　　の組織・　×650〆＼rsM♂’●　30膨瞬2亨‘0　1：　ftl．：・‘一ギ’�`ご亘禄誓、二亡ご礫’s雲　　　　　　　　　　　　　　N’N9●宙6憾、’9●抽鎮ワ膚旬胞　　　　●6口加恒弛鈎魚樋加熱3皿加魅●田加熟『u陣疏越　5卵　　600　　ワ06　　8●o　　go胞　　’拍o　　　　競唐　゜Ct・　　　　　　ご　第7圏　鐸鐵の繰返L加熱に　　　　よる膨脹c．浸漬試料　A　を　850°C×10Hr　1　　焼鈍を施七遊離セメンタイト，　　遊離フエライトを除いてパ’ラ　　イト組織に、したものと黒錯を微　　細化したものはFeの溶入は少　　なく，γシルミシに實際礁用し　　ても効果があり，Feの溶入防　　　　　　　グ　．止ができた・　　　　　　　　f．d．實験結果から長時間Ah熔解に　　甥して，各種鐵材の熔融A1中　　にFeの浸蝕される量と凝固状　　態を示し作業上の参考となつ　　た．　°文献（1）村上勝二・鐵と鋼2524（1939）（2）大日方一司・日本金麗學會誌5　　　369　（1941）　　　大日方一司・日本金厨學會誌8　　　338（1944）、（3）　A．G．　C．　GWyelr，　H．　w．　L．　　　PhilliPs∴∫・Inst・叩etals　38　　　29　（1927）　　　　　　　　　　，　　　　．（4）　E．H．　Dix，、X．　p．　Heath，　　　1　rans．　Am．　Irist．　Mi●Met．，　　　Eng”Tqehn．　Publ：；　N・，，30，一　『　　　’　　　　　　　　　　）　　　（1927）　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，三1菱電機・V．OL．23　No．4・1949Nt、x＼ψ�e牢　波　型　　　ヤ倍　艮1整流回路の解　　　　て析t宇波型僑璽整流回路の解祈を行ない，設計画表を與えたもので6る・　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼●ノ研究所北垣成’L輝　言　　　　　　　　C8前；赦［において全波型鰹銚回RasにつO−”・“一“”tいて鰯れて置いだが，こ増こ牛波型整流回’路め解析を加えて，箪相整流回路の解析を完結したい．　トラソスレス受信機の出現以來既に久しく，そρ電源回路として牛波型倍塵整流回・路が用いられることが多v・が，その解析を示したものは未だ見當らない・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　本文は前論文に示したと同様な電懸波形の近似によつて，解析を簡阜にし實用的な結果を導いたもの一d・　Stる1L　　1◎→2．回路解折f第　1　．園　第1園は牛波型倍堅整流回路を示す・圃に　おいて塞流線輪のイソダクタンスーLが充　分大なる時は，この塞流線輪を流れる電流　の服動を無硯することができるから，第1　価は第2圖の如《書き直すことができる．　た1’し整流管は簡阜のため一定電璽降下　E　と一定抵抗τおよび正方向抵抗零，逆’方向抵抗無限大の整流器の直列回路によつ　て代表し，このEおよびrをそれぞれ　固有電璽降下および内部抵抗と稀すること　とする．eは印加交番電墜を表わす・　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　第3園は一周期間の電塵および電流の闘　係を示す�`すなわ9）電流’i、はθ＝0よりθ　＝　ej　g｛での期間だけ流れ他の期間は休止す　る・また電流毎は　0＝π＋e：，　一　eo　より　θ　＝π十θ，・　i　e：1一θoまでの期間だけ流れ他の　期間は休止する・　　計算を簡軍にするため，．電堅Vlおよび　勿さの波形を圓に示すように直線的に鍵化す　るものと假定すると・第2画および第3圃　より吹の各式が成立す呑Cee↑N〆に蓼Eb第　　2　　圃●d△▽iθsωえc、＼／θ0　　θ3第　　3　　間2兀（99）t5騨、’�j∵∵・・・…　∴・○ドニ，　　『tt：．’一’『　　　　　　・　’ゴ：；　　　　　　　　　　’　・　　　　　　　　　　　ざ聾゜ミ　1，・⊂〆百E．sinθrE・∵“：“”∵…’∵（1）　　　　　γ、一〆｛動、i。（θ。＋の二疏�j：・・一（f．・）’一・に　　4　v，　・・　7・’一�h　’：　”　　l　　t．ll∴”ゼ畔過＋の祉司C　　・一・砲・・《鴫）・・1争・（3）lt　　’　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）ξ：∵遼�g�b顯〕’｝ご一一岬麺＋e・・−siri　fi，．　i．　　　　∴ぐ午・姉一・i・（θ・＋e，）〕　「／�g．．c、S：1　−・万咽・織・・♀�d｝∴∵’∴…（唖滝〕，≧・）ζ1　孔一宰，∴・．・・．　『ご；1ジ、三癖桓θでぷ；’．ご1ギ，・　　　’・　　　　　　　　ナsinθ2ナsil’1（θ2エθ；）〕−2E，、　・∵　　イ畔・《砕）60・芸、∴．1：　　＋与）剛腸の　　　　　　　　　　ト　　　　リ　　　　さて吟戸θぺまで・勉わち騨迫の蹴，　　　’期閲には次の關係が成立する・　　　　　　　　＼∴、　　e一γ旬siH（θ＋θ。）……・・……−1−一く8》；：・・，．−v・＝九＋岳△v，一・…−1・・一（9畑　　　　　e−（21、＋E，）＝衙…一・・…………・・：∴・（IO），i；，：・ン年話θ1鋼…・…一…一・・（’111）�i上の卵ぷぞ　tt　li　it’　i1　tl’t、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　∨　．　　　　　Jゼ’　　　16　て100）　　　　　　　　　｝「�d　　　　　　　　　　’f　’　　、　　　　、．．，　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　t　　　　　　　　e　　〆、　、　　　　　　　　　　、　　・　　　　　　1　�Ss　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、難言：�n三γで�n汗∵1言丁唇琴謬戻で7で営：言？�n�i言ヌ鱈三響�n�jf　‘以上の各式苫選の結果を得る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼’，　、　　　　　　　　　　　．　　＼・1　　たS・し　、r　　　　・　　　　ks＝ω（fir・・・・・・・・・・・…　−t・・…　�S・一・∴・・・・・・・・・…　（23）　ご　、　　　　　　　　　．　　．’　　　　　　　　　　　’”　　’（13）＞3よび（21）の爾式より　　　　　＋t’　　　ψ碍x・血与」裂9勘　’　　　　　　　　　　　　　ヘ　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　ー輌・警）（・lhes2．一一一穿・碍）…（24）一’一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　領徽抗と塞wa輪の揮初秘丑とい　　　t’・　t∵主悟莇□＋晋………・…，（・・）一　　と置け｛か（7），（13）および（2め’の各式より　　　の　　・　　　”三竣誠・VOL，　23　Nd．・4・・949、／　　　　　　　　　　　、　−1　　　　　　　　　　　　　　．　　　・　　　　　・　　　‘　　　　r　．，t　　，　　　．　　　tt・『竺…∵1一ジミ　1∴H”　一　　　．　　　　　　『：”　　　　‘　・　　　　　　　　　　　　　　．、　’、　　　、　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ逗�i｛・・h（θ＋θ・）一…�堰E・一’　　　　　一岳〔…le6＋・・）一・・⇒｝・1ぐあ石子募E…〈鴫）（…♀　　　・・・一♀蝿）’一一・…∵・・（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う次にθ＝z＋’θ2−eoよりθ・・＝・re＋の＋θ．・−esまで，すなわち電流らの流通期間には次の闘係が成立する・　　e・＝」／2E・i・・（θtO・）一・…一一…C14）　　’峠臨二☆△巧：一・一一v・一（15）�k一蹄巫一’：’tl…・・1・r−…（165　　（，＋’・、）一（・，＋E、　）・＝　Ti2　・・・……一…（i7）：る剥θ�j・・☆・……一・…∴（18）　、　　　　　　0　　　　　　　　　　・’　、　　　　　　　　　、△万一尉�`・，…一…∵…一（19）　　　　　　　e・�i學セ⌒）一・・…　・”一、：Fle　　　　二苦国（θ・＋θ9）≡・・司｝…（・・）・三’〆竃害・・（⇒）←・・k’：「・　　　　　　　　　　　　　　　L　　t．t−k・Q・与）………Yr−L…・・（・・）また石一鳴亘頑砺＋与）…皇パ・1）　　・ご　　　・　　．・　　　　　　・ノ　、．　　　・　　一　　　　’　：　　・　　：ド　ぷ　　　　　∴三ゴ緒啄≠勤（26）（2顯�gおよび（34）の⌒および呼き’一’蕊�l隣≧�f�f：’「・　SG。穿：4−gi、　k）1∴・：・（35？　．　i，…呼一隠△9ep−・…∵・…（28）1�S…）お・び、35）式｝。56・（・，・．，。，・，、，　’　e2　k・’iび．◎・．ω趨一4−一・・一一・（29）�n竺欝�c�f�_∴　∴1’≡唾鋼コ・・・…j…（　　　　　　　　と置けぱ　　　　　　　　　　　　　　Ftt30），．　　　．’・　　　　　　　　’．，　　い　L　　　　　　　　　：・・（…＋η・）∋〔…（θ・斗タ1湊θ・〕懸　　　（22）�l謡三：；”川’’’”∵ご”e”（31）冗1”ヒ’…・一一・………（・・）1．一習”　　　　　　　　−e・p（e，＋e）s・・　e〕・�j　∵輪・竺砺）〕・・ニブ∵�S　1　　　卵　　・　　　∵�i　・　・　＿バ皇　　　　…（e・＋e）・・1；一（，。一蒜ξ融・・（・2　　　θ・・亨・、∵�d’三　　　’・＋♀）吟一：・一・一・32）と輌ま　　　∵・＼、q　　　・碑（22・に代入すれば　　…’后∠字剛♀X1一碍）　．1　　　　　石一1竿・（，隠慧ば・坐・�_從って　・，’’”…�n’”パ38）�d1　　　　　t・’・・（tf2＋」穿）　’　　　　　　　・畷に　，　　　　　　　‘＼　；．　，・2・　　　　　　工織・嬉ぷ二☆聴・k：�n�S’零1！r…　：∴…　，．膨．［｛1，．1三t’髭　，第、4臥じ・1匿二1，1∴｝r　’8　　　　　　6野�n響∫�n鴛ぎ下�n�nで竺�h警竺罫轡�n饗響｝：i・、：・・釦・ワゆロヘ　　　　ト　　ご�d｛』三1・：．　　　　　5ヤ，、1・1�d・．　　4ξ∵　　§‖劃，，、　、　　　　　　　　　　　4rllビ・ξ”フド　　　　　　　　　　　　ドi’；‘・タト．レ‘L…；’。’v　、一β・□�u遣民β�d　�d　，己・！lづ・・ピ：；／・∴、じψ．．巨、’18k「∵ζ’17　　．膓、．L・−LfO　　　　　20　　　　　　，R’　　　　　　r　　第　5　薗，50、　t’　　亀　v　°　’　、　　・・　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　　　　　　　　　　．　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±　　V・とすれ恥勤解獅・．　　　，　　　　・v・一〆÷濃・，）ぴ　1”　　　　　　　　　ゴ　　　　　，　　　　　　　　　　−　　　t　　しかるにて6）および（30）¢洞式より　　　　一、！．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I゜s昨学砲．、・、t　’　・／tL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c魎迦“∴∴∵∴　　、　・　よつで　　　　　・　　・“　　　　　　　　　陥舎誌2π許☆　∵・’」：、、　　よつて結局　一　　い　　　　　一　　　　　　●　　　　　　蒜・鴫2嘉θ3∫2・金1・輿）　　　以上の各式よりeoないしθ3を消去しy　klおよびk2　　搬檀敷としてとR’！rと（m。＋．・2Eri）画玩μ・プ　　　　　　　　　　　　　も　　Ime！loおよびk：Vx　／（Ve＋2E，）との闘係を求めるとIoo　t．第4固ないし第6口となる・、一、＼、．　　　　　　、0鮪ω5　　FO．｝Oooら　　o　　ノ、、　　．，L二F，、ち（102）〆ぐ，，　　’　　　　　　ト　　　　　＿．第・6　圃　　　3．結　『　言　　以上搬型整獅路を解析して蹄畦を導L’たが・es　　電器爾端Q電堅波形を直線的と假定したためにどめ程度L　　の誤差を生ずろカ｛は，實験によつてこれを明らかにしたtt　　い考えである・しか’し從來設計｝二役立つ資料が，ほとん　　ど登表さiiL“（いないので，多少とも御参考になれば幸甚　　iである・諸賢の御批判を仰ぐ次第である．　　／　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　，　　　　　’　文　1tt献，　　”・／　、　　（・）姫成tr，阜鰹醐路の醐三菱繊・21；　　　　　150−157，昭和22’．年11月・　　r　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”s　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　’　　ノ　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　、L　．　　　　　　　　　　1’　　tt。　　　・・　　　　　　　　　　　　　　’　　　　へ、　　　�_幽　　　　　　．　　’「　　　　　　　　　シ、　・1　”三菱電機・VOL・　as　N。・4・1949　　’￥1　tt”　　．．，・　・．・L　　−　！三1　　．記’鋸屑の熱常敷に及ぼ．す’※潤の影響（第1報）漂　潤　による比熱　の愛’化鋸屑の如き吸漁性の繊椎質熱絶縁物はその熱傭導牽が含水率と共に急激に増加L，違には熱縄縁物とLて使用に耐えなくなる・この含水率による熱億導率の墾化を測定する豫備實瞼として，含水率による比熱の璽化を知らねばならなt”かSる熱絶縁物の比熱測定に適　　　　　　　　　　　　　　　　ぢする測定蓑置，および方法を示L，含水率による比熱の璽化置ま簡輩に乾燥せる鋸屑と水分との混合饅と考えれぱ説明がつく二とを示す・●研究所尾長川島　　　學沼　辰　二勝　　　孝二郎俊L●1，緒言筆者等は前に（1）種々の繊維状物質の熱傳導率を測定し，冷凍機温水器等の曹熱材料として用い得る新しい物質を捜し求めた・ここで注意すべきことはあるものにおいては乾燥状態において，熱博導漆がノ」・さくとも黒氣を吸牧すると急激に熱傳導率が大きくなり，断熱材料として使用に耐えなくなることである・とくに鋸屑の如ぐそれ自身吸漁性の大きい繊維状物質においては，漁潤による影響が極めて大きいにもかふわらず，水分を吸漁した状態で熱傳導季を測定することの困難なために含水率と熱博導率との闘係が明かにされ　　　　　　　　　トているものは極めて少ない・外國の文献ではL・F．Millerf2）（a）氏が繊維性物質について實験したもの以外は，論文力こほとんど見當らない．これは試料内の温度分布が均一を敏くと，高温部より低温部へと水分の移．動が行われるという實験上の困難さがあるためである．　経済的見地から現在においても，大きな冷藏庫の熱絶縁物として，多量の鋸屑が使用されており，また濃水器などの熱絶縁物としても用いられている・故にこれら熱絶縁物質の吸漁状態において，いかにその熱特．性が繊化するかを正しく認識しておくことは重要なことである．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第｛圃　比熱測定装置含水率による熱特性の鍵化を測定すvqR1締P’1τノ〜wA玉、oソ1o1．⊆渠1：1ooc，o�do、∴止！1．1つo◆　　　　　　　　　　　／這式料o提t”’．：『：ooガラステしプo・：∴・ごoo7、　、1　．c�Bb1、：｛マ　丁；　、、、°・：oBo・：．こ暫oo二三o’ooコtしク板oるに（ま，水分ρ移動を防止して測定するこどが必要である・この條件を浦足するよ5に，試料に純正弦的に憂化する温度波を印加し，表面と中心における位相差より熱鑛散率を求める装置を作つた・こめ時試料の密度および比熱を知れば熱傳導率が計算できることとなる・　第1報において鋸屑の比熱が，含水率によつていかに憂化するかを測定した結果につき述べ・第II報において熱撞散率および熱傳導率の，含水率による攣化の測定方法および結・果について述べることとする・　　　”　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　2．比熱測定装置　　　　　　　　鋸屑のような熱絶縁物の比熱測定に　　　　　　　　封しては，水熱量計は不適當であ　　　　　　　　る・その原因は第一に試料の熱容量　　　　　　　　に比較して，永の熱容量が大きいこ　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　とである・更に鋸屑のような熱の絶　　　　　　　　縁物にあつては，試料全燈の温度が　　　　　　　　均一になりにくいことである・　　　　　　　　第二二に試料容器を熱量蓑汁に入れる最　　　　　　　　初のときの，試料温度を正確に測定　　　　　　　　しにくいこと，および熱量計の周園　　　　　　　　に逃げる熱の補正の計算が面倒であ　　　　　　　　るためである・以上の理由から水熱　　　　　　　　量計を使用することを断念しセ，第　　　　　　　　1圖に示す如き測定装置を作つた・　　　　　　　　σ1は銅製の圓筒型の外側容器で，　　　　　　’　e・，は銅製の内側容器である・02の　　　　　　　　外側には等間隔に6個の銅製の壁が　’　　　　　　ついていて，C、の内側に接するよ　　　　　　　　うになつている・σ、とaL・との間　　　　　　’　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（103）19、7∵一一一J‘”・一ゴ〜こ1三≡研一1三二そニーミ三丁、二’�h’　t　　　　、　　　’　．・　、t　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マド　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　でli　・　　に測定しようとする試料を入れる・試料の温度は熱酬　T’，‘・ポ・・シ・・一タ岬��する・・峻勧・　　　圓筒型容器で，C1とはBの底部にあるコルク板によっ／　て絶縁趣ている・c・の内部に（ま酬α4鵬抵ぴ勺　　　　5aの加熱コイルが入つている・al，仇および加熱コイ　　　　ルとの絶縁は，加熱コイルに細い絶縁管（圖示していな　　　　い）を覆つて行つている・ゴイルには4本め導線が蟻付　　　　けしてあり，その中の2本は電墜測定に用いる・処は試　’　　　　料と眞鍮園筒日との温度差を測るための示差熱騨で　　　　ある．Tl，　T2共に0．4mmの銅一コソスタソタン熱電　　　　勤である・蹴圓綱の外側をガラ・戸ブおよびマ　　　　ィカで絶縁した上に加熱線を捲き，これの入力はスラィ　　＼　　　　ダツクT・川こよつて加減される・・4は加熱用コイルの電　　　　流計，Vは電塵計である・加熱用コイルの入力は可憂抵　　　　抗Rによつて調節される．θは温度差監覗用の検流計ダ　　　　で，電塵感度は3．1×10　−7　V！mmである．　　　　　　‘　　　　　’3．測定方法およびその原理　　　　加熱コイルで試料に適當な一定のエネルギーを與えてお　　　　き，これが外部へ逃げ去る．ことを完全に防げば，それに　　　　よる試料の温度上昇を7則つて比熱は直ちに求まる・，これ　　　　を實現するには，示差熱電封用の槻流計Gを監覗レな　　　　がら，電氣漉の入力を加減し虞鍮圓筒と試料との間に温　　　　度差がないように調節すればよい・銅一コンスタンタ｝　　　　熱醐の起電力は，温度差1°Cに甥して約0：04MVで　／　　あり，槍流計の電膣感度は3．1x10噺V／mmなる故）　　　　温度差監覗用橡流計の一目盛は約0・00巴9に相當する・　　　　少しく馴れれば試料と眞鍮園筒との温度差を　±0．04CC　　　　程度に保つことは容易である・こめよ5な操作を行ない　　　　ながら試料の加熱速度を1℃または2°Cおきに測つ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴ　　　　て行く・寧際には温度測定用熱麟の熱起電力が，例え　　　　ば0．05　MV、上昇するに要する時間を測定して行く・　　　　　今試料の重さWL　gr，比熱σca1／gr・°C，比熱計の水　　　　當量をWg・，試料に與えたエネルギー　ecal／・e・，比熱　ノ　　　計から毎秒導線を傳つて逃げ去る熱量をK　ca1／sec，△z　　　　’一　　　　　　　　　　●　　　　を秒で表わしたエネルギP供給時間とし，rの間め温度　　　　上昇を4θ゜Cとせば次の式が成立する．．　　　　’　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　、　　‘，　　1　．e・△仁△θ�S＋の＋κ’△t…一’（P・　　　　これから求むる比熱を計算する式として次式を得る・　　　　　　　、c−÷｛一ジ嵜一〃｝・・∵・・一・く・）一．　dE　　泡　　一一ただし翻！餌は熱電封処の熱起電力Eの温度θに　、　　　おける温度係敷である・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’　1　　　　20　（104）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、い一丁咋ごワ｛∫言71六二＝：一ξ二　．tf−｛，T　　∨で　・ギ”fi’一　　　、　　　　’th　　　　　　l　　　　　　　E0　　　20　　4u　　6e　　80　　100　　11e　　博O　I60　↓加　　1咽　2¶口　！“　？SO　280x　　　ペー水分覧鯛刷拳　　第2圃　乾燥櫨による鋸屑の腕水曲線　　また熱量計の水當量ぽおよび熱損失Kは測定前に　豫め各温度に封するこれ等の値を求めておく・1Lt　　4．t容器の水當量及6’St損失の計算澗で述ザようにある鵬の螺0醐定するには・　比熱測定用容器の水當量厭，およびこの測定装置から阜　位時間に逃げ去る熱損失’Kの値癒）ねばならない・’熱損失としては容器σ1と眞鍮圓筒Bとの簡の塞氣を　通して傳導または綱による熱損失と輻射によるもの，　ならびにヒーター線および熱電封線を通つて博導によつ　て外界に速げ去る熱損失がある・しかしながら今e）場合c＊，測定坊干均温度が常温より働・高い程度であり・かつ示差熱當の助によつて常にc1とBとの間に雌’差がないように調節しているから，熱損失の大部分は導　線を通つて逃げ去る熱量である・・一　　容器の永當量および熱損失を求め6には，比熱の知れ　た銅片を用いた・容器および銅片の水當量を凧および　JUsとすれば（1）式を得たと同檬にgて，この場合次の　方程式が成立する・　　　　　　　　　　／　　　、　9◆△t＝△θ・Wi十K・△t　∵・…　一・・…　∵（3＞i　　　　9’・△t’＝△θ’（M1十1〃〜）十Jc一・△t’　・・く4）　　一　’1たL“し　e＝VJ／」，　e「・＝　V’lt！J　cal　’sec　　　Jは熱の仕事當量で4．184　Joul／Galv　ノ　’．　　　　　　’三菱電機・VOL．23　No．4・1949　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　＾　　＼，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’L二’心；”・　’　一『�d”フ’「’　、’：’・xi、、　　ンf｛1　、T−’1�d　、　層・い”⊂．・．，1「tL［；1t△ち△t’，秒で表わしたエネルギー鱒告時間　・△θ，△θ�`温度上昇　゜C　　　　　　　　　　　　　・一・・　　　　　　　　　　　　　　　　、K；熱損失　ca1／sec　　いま9・＝（e’tsるように熱源を與えたものとすれば峯農誓な醐上繊・・次戯を得・1＆E’　　　　一　　　1咋鴎：認碗后…・，…・・∵…・陶　　　　　　　　　dt一ぷゲ’　　（元θ　　　dE　　　dE’　　　　　π＋贋雲〆‘丑旦・一（6）　　．　　　　　　　　　　　　dt　　dtt　すなわちPV2が既知のものであれば，温度測定に用いた　銅一三ソスタソタン熱電甥のdθld万はわかつているか｛　ら認価およびぱ避’価を預‖定す加ま容器の水當量IV，　ならびに導線を通つて逃げ去る熱損失Kの値を知るこ　とができる・　　　　　　　　　　　　　　　　’　　使用した銅（0・4φ）一コンスタソタソ（0．45φ）熱電・封の温度θ゜Cと起電力EMVとの關係式は次の如レも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　一　兎7＝0．0379．　8θ十〇．OOOO3070L’−0．OOOOOOOO5θ3・　　　　　　　　　　　　’　　　　　・・…　’・・・・・・・・・・・…　’・一・’・（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　この式からdθノdEの値を求めることができる．銅片の比熱は吹式で表わされる．　　　　一　　　　．　　−　　　Cp＝0．OCO8（1十〇．1）OO44e，θ）　・V−”・・・…　（8）　銅片の質量をmとせば｝ア⇒πσρであるから（8）式に　よつて各温度に圏するIV・・の値を知ることができる・したがっで（5）ρ（6）浦式からMi，　Kの各搬に封す値　　　　　　　　●　を求めることができる・　9．測定結果　　．　’　　　　．實験に供した試料の鋸屑は松で，粒の大きさは7ないし18メヅシユ間のものを選んだ・　1）　含水率の決定　　・　　　　、比熱の測定を終つた試料の一部を干たいガス容器に移し，100°Cの恒温槽に入れて時間の経過と．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ共に試料の重さの減少を測定する・2〜3時＿間経過すると髄の減少がほとんど止まつさ“．てしま5・この時の試料を含水率が零の状態？9’。、，，とする・この時の試料の重さをMoとし・最初の時の重さをWとすれば，この試料の封0悩重量含水率θは次式から求めるとこができる・茎ol。暢：終◎’3、∫　wso6，亀“レ■　　　　　　　　｛．一一L⊥　　　　・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑　　　［　　　　ト一ト．一一　　　　　　1　　一一s　　、一一wづ＿v＿＿w　　　、　　　、、　　、一ド＿、　　　　　‘、＾7　　‘一’蛇乾燥器｛温度9ぴc）一一一一s　，『葺　≡是L　穗　｛温度　IOO°C）一v、、400300200100＝v一⇒＿可　→i，1‘…一r9一1‘一一　1r一⊥＝’二十　　一　　一一　一→＿　＿、　　　，仁＋τ一　一一　　　、一1‘曳ギ］馳二←十4−…、N＿　　　、，一・江・∨、v、三、⊂」、、1＼　1　　＼　　　、、　「ド’」、＿Lこ、1＼□　’・こ　　　、｝　　　　　　　　　、　、、、、　　」［、、　　　　　　　　」�`還86�`（雰パ2？o一　　1ココ、◎、04％04％“η04旬0488　　　■叫鮎04祖q48204ゆ．　　　　　，†＝’　　　　　‘　　　‘一フー〈｝。351％　　　．べ＿⊥…！“1、3°　32　w　ヨ。　38　4。、，　　　　　　　　　　　　　，　手灼ぷ虚・42　　　　44　　　　4食　　　　48　　　　　50　　　　　　　　　　　　r《°ζ）　　　　　　　　　　　　　　●第3圖　眞空乾燥器と恒湿槽とによる乾燥速度の比較乾燥櫨で乾燥する時，時間の経過と共に含水率の減少して行く有禄の一例を遠2圖に示す．眞室乾燥器（温度90°C）を用いて乾燥することをも試みたが，普通の乾燥櫨で乾燥せるものと含永率にはほとんど饗化が現われなかった・た1“同じ試料を一つは恒温槽によつて，・一つは眞室乾燥器によつて乾燥する場合を此較すると，眞塞乾燥器による方が乾燥速摩が早いが，含水率にはほとんど鍵化がない・恒温槽によつて乾燥す．る場合，含水率がぴ4％以下になるど乾燥遽度が急に遅くなる・この乾燥速度の一例を第3圖に示す・　2）　比熱の測定結果’重量含水率が35・1％の鋸屑の常温附近における比熱を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oa」譜※…（％）・・二・（・）’　　　第、＿＿⊇、鋸屑の熱常籔に及ぼす漁閏の影響（第1報）潟潤による比熱の愛化・尾島・長沼・川勝　．．（105）　21’゜　　　、F、t、／’’‘へtrF』丁三丁�k＝’1・1・ベト｝’［r・さ．，測定しだ結果を第4薗に示す比熱OpuとIiswu度t°Cとの闘係式は次式で表わされる・　　　’　　　　　一”’　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　Cp　−0．4ε0（1＋0．00018の’・・…・…・・i、・・（10）　、　　　　　　　　・，　　　　　／　　　　　　　　　　　　一’比熱の測定に際しては，とくに含水奉の大きい場合レ試料全題が一糠な含水率になつていること；および測定中水分の一部が蒸護することによつて誤差が入つてくるこ　とに甥して充分注意することが肝要である・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ鋸屑の含永率と比熱との闘係を第1表および第5園に示す・たS“し比熱の値は乎均温度が40℃の識における値である．　V　　　　　　’　1　試料の乾燥状態における重さをWo　grとすれば（9）式　の含水率の定義によつて，この時の含水量は含水率をG　とせばMa（オgrとなるt含水李θにおける此熱をq，乾燥状態における此熱をe。cal　’gr、°Cとする・今この試料にある熱量△（2　calを與えてそのために全燈の温度がde°Cだけ上昇したとすれば，永の比熱を1と假定して次の式が成立する．　、　　　　　、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　△！2−（1’Vlo＋WeG）C・△θ　　　　一HX，C6・△θ＋レVoG・△θ・・一・・∵・・（10）　この式より　　「　　　’、’C一讐昆∵・一・…・…∵・・（11）’ノ（’を得る・これは含水率G’の憂化による比熱の憂化を表わす式である・第5画の曲線1ま（11）式において90＝0・304とおいた時の計算値より書いたもので（第2表参照）實測値がかなりよくこの曲線上に乗つている・すなわち含水率による比熱の憂化は簡阜に乾燥せる鋸屑と水分との混合麗と考えれば良い・したがつて含水挙の大きいところの比熱の値は（1D式から計算によつて求めることができる・　　・　　　　，　　　　”重量含永率　G（％）比　　’熱、（ca1／gr．°C）　σo＝0．304、．00，30430　　　　α46450，33740　　　　　0．502100，36750　　‘　　　0．53615α39460　・ミ　　ぴ565200，42070　‘　　α599　　　　永熱量計の代りに鋸屑の比熱を測定するに適した　’　　測定装置を作つた・この測定装置につき説明し，容　　　「器の水當量および熱損失の測定方法を示した・　　2）’次に含水率の決定法を遠べ，あわせて比熱の測定　　　結果を示した・　　・　　　　　　　　’　　　含水率が35．1％の試料の此熱σρと温度と・の闘係　　　は次式で表わされる・　　　L　　　．　　Cp＝o、480（1＋0．00018’t）・　　　また含水率θによるσpの憂化の測定値は，第1・　　および2表に示す如く＼　　　　　　　，　　　〜。c−一豊誤　　　なる闘係で表わされる・濃度が40℃の悪における　　　比熱を考えればao＝　O・304　tを得る・　　最後に實験の一部を助力下さつた蔵内實習生木巾，，田　野爾君に厚く御禮申上げます・σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．蓼考文献　　　　一　　第・表・一讐εによる蝋の計難　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　6．結　　　言以上述べ來つたことを要約すると次の如し・　1）　　　　　　　　　　　　　　　　●べ重暑認率1．504．337．02比　、熱Ccal／gr．OC）（4QOCにおける値）0．3120．3440．349i重麟率12．’82i．9．35．1　　　　熱・比（cal／gr．°C）（40°Cにおける値）0．3860．4280．484　t一」ゴ、）Ei；宕・］時4　’vδ繁A第1表　鋸屑の比熱の測定値05‘o．640口◎045046s時4、△　；則定臭（40巳に劣け5値）曲線・‡9・需・り計算せ3も�F但’L．C口α304　　　　　　　　　　　「仇42息40030嬢o初　‘t’」ほoq？8Q・　．tO0　　　30　　　40　　　50　　　　60　　　　　　含水率G｛％ハ第5圖　鋸屑の含水率と比熱との關係22（106）1・尾島，長沼；三菱電氣第21巻第1號　昭和22年　　1月P1．　　　　　　　　　　　・2．L．　F．　MillerミRef．　Eng．　Nov．（1927）・3・L．F．　Miller　；Phys．　Rev．烈（1927）370三菱電機・VOb．23　No．4・1949T．‘”t；編亀熱8線の●近621．　316．　84　　　　況本稿は主として絡戦後入手した電熟線についてその壽命値から品質を吟味して近況を知リ肚内規格制定の馨考にした・また電熱線種別判定法について工三の方法牽提案する・名古屋製作所田　村　弘　治　郎堀　　田　　滋　矩o1．緒言’　　市場に電熱器は溢れているがその許判は絵　　り芳しくない．電熱器は終戦後方々の工場　　で製作され，遂には値段の引き下げから釜　　々品質の低下を來している．一方電熱線の　　質品は最近向上して．きたが，一時は有名な　　製浩所の製晶の中にも粗悪品があつて，申　　には種別を混同している實例さえあつた・　　筆者は以下述べる方法で種別の判定と品質’　　の違鐸を行ないこの方法で誤のないことを　　確認した・古來電熱線に關しての專門的研　　究は多く護表されているが，電熱器業者の熱板の種類電熱線の種類ト3回目の1回目の勤線∈＿　　一　　　，一　　一　　　　　一徽闘2回目の匿噸1−　　　−　　−　1　−←　一　一管曇1闘管袈1繍200V　2　kw　　　　　　｜織クロム線1種・51371200　　1．2一　r．一！142　一　−　74　　●100・L2ニクロム線1號85163986642　　　　　　　ラー鐵クロム線1種wI＿＿＿170　　　572　　　233　　　720276832100　0．6ニクロム線2號60・・…い32　　−一一一＿＿100　　0．6鐵クロム線1種’　57571　一・・159189・第1表　　露出型熱板の毒命値立場か嚇規糎當な値撒したの熱板の馴電熱線の酬管麟簾鞠i摘で，戦後の我が國電熱線の概況を述べ，併せて實用的な種別判定法のゴ三を提供して参考に資したいと思う．1°°V亥2kwLク゜参魎i；；14006341322−7−1722−8−281左の値は24−、26・・45323＋・・i1°現在まで曝§2．熱板の毒命最近巷で問題にされるのは電熱線壽命め短い事である・繊後は在齢の而撚鋼を繍・L；（販責し・また抵抗me．用の品種を登熱彊用として使用している事實を知り除りの事に驚いたのである．第1表は筆者が行つた熱板の壽命値を示す・この壽命値は設計・工作上の差異とか使用状第2　表　　鐵物埋込型熱板の轟命値が，（2の論値昧年4月・・蹴在で漣績・年9・月，合計4000時間を超過しているがなお纏績使月］が可能である．第2表はこの状態を示す・鏡物埋込型熱板は露出型熱板とは根本的に構造を異にし，電熱線の品質以外に絶縁物の選揮とか，工作法等の因子が大きく影響するもので，、態にょ一1’て當然開きがある欲齢・肋ら6・月疇］それちの齢線力・論値として現撤衣る・最近電　　命とみてよい・更に箇線の理由を検討すると外部から加　　えられた原因によるものとか，化學的や物理的な線の不　　均齊による赤熱鮎溌生によるものが多く，勘線個所を修　　理することにより更に10ケ月以上使用することが’でき　　る・〒このことは必然的に護生すると考えられる幽線の原　　因を取り除くように考慮するならば，同一の線を使用し　　たとしてもその壽命値が飛躍的に長くなることが想像さ　　れるのである・このような観瀦からさきに當所で開殻し　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト，　た鋳物埋込型熱板についてはその性能を既に護表した＼葬醜泉の品質ぽ著るしく向上してきたが市場にはなお粗悪品が相當出廻つている状態であるから，電熱器業者は常に品質を橡討し更に根本的な改良も行つて電熱線本來の優秀性を保持させるように考慮を沸いたいものである・3．試験と試料　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ鐵クロム線には規格臨JES　199があつて昭和19年に改訂された・またニクロム線の∫ESは制定されていないから當祉の泣内規格などを参考にして，電熱線の性能（107）23＼＼ト　・Lf　　　＼5f．’、‘ト；　　　・：rL、L．1一tも　　tt甲　「二、．二．こニツケル、．クロム1號ニツケル・クロム2號　　　　　　　　◎105士5、115士6　　　　一．．一　．←・7P以上20以上．20以上5以上⌒・イ�l下1・・…5　　　　．；800°C　　　　　O．6以下　以下α00025　以下ト　　1　　−1　　　．�gに｛　　　　　　　　］　　　　　　　　「　　　　　　　　†蟻クロム　1種鐵クロム「2種　　　　　1　NCR　l　NCR　2．A・・．A’A．女A、・A’APA’・A−　　　　　、　FCR　1　　　、　FCR　2．140±7120士6約8・43約827約734約τ53　　　■　　一　　　i70以上｛　　＼　　　）65以上冑：．lL　17以上＋0．1以下、　　　　　　　」．．　一　一950°CO．4以下800°C1．0以下　　　　　　　　．0．0001　以下0’00025　以下　　　　　一一一……一：　　　一！　　　［950］・堤「6・・「・・以上｛　　　1一第　3　表電　熱　線　性　能、種別　、1内．外、地別、藷魏亭均線纏一　mm固有抵抗μΩcrn密度　’9／CtP31’航張力kg　1　rnusza伸’‘　％Z＝100磁性フエロキシル反懸、熱起電力　mV　　　　　　　　　　　、　　成　分、％Ni℃r　Fe　Mn其の他　　　　　　　　　　．．　一ボスキ嘩A　杜S4S41S51　　0；498　　．0．5351132”×0．0056　　　「102．6103．0110．8！｝ll：�J●非〃〃：十〇．5十2．十1．5　　　　　　　　一・．一一’1−　　　　　　　　　　　Si　1．0378．79　18．900．80　tr．　　　　　　　　　　　AlO．48　111・・・…5…姐・・一SP　2S23．．鵠］1．．・．−73！2〃一へ・．一一W　　　　■　b　　　　　　　　　・　　、←．へ、NCR“1−　吟　　　　一　　　＼一ア　　　．　　　　　　　　　、B　碇・．一一SlS3S42S43S44S45S46　　　　　0．507　　　　　0．497　　　　　0．517　　　　　0．518　　　　　0．518，　　　　　0．520　　1　　0．517　　　　　0．516　　　　　0．518　　　「11L2109．7110．0112．0108．0109．110．0　111．0116．0112．Ol112．Q8．38．33‘　b「rL　A8L282’582’578382．878．38L182．377580．679．378．5　　　　　　●5（工2．2928282927262828’27272728’　「「無．”nIJ；1　〃　1　〃　1〃1｝｝　多　　＿2　　　　　馳　十1〜ギ2・一　　ニノ　＋31「　　十5　　十3　　’0　　　・31］＋L5〜＋3｜　　十5　　十3　　士3．5　　十3　　＋3　　＋35　　十2　　　　．　　十1　．　　十2　、　　．　　十3．5　　1q　　　O−一…　十1L5　　　　　　　　　　、75．9819．01　　　’76．5917．2776．1917．34．　　　　　，78．0218．5477．3617．5677．4617．0976．1519二26　　　F77．6717．1177．7517．2177◆34　19．22　　　　　　　　．　．　「∵．　L、多一“一一，〆　　’　　　　’　一一一アメ，旦坦l　　iS7タS70　　　一〇．3931107．00．64／＿　L　錫〃　；．・一一・．LLL青色！！　　．T．−．一．tt　・．・・．．一．一一　　．．＿．二．一．二．．、．ニー．・．こ一．−　　　　4　　　　　’NCR　2SP　1113．08．20’　　＼　　　ぺr1〆・〃一一國産B　赴SP　3S2s‘58S59F58．3・15．9・　．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、NCR規格外FCR　　　1國産’國産LE一冠　　0．499　　0．501　．一一．・一．一一＿　　0．565　　0．488−　．．．一．一．．．　　　　　一．一・　　0・491　　0．61A，＿＿一，，＿，一116．4ユ26．5．←108．6116．01．1T‘．．127．2128．78．35・一．．1「．−7．787．7524，818，854．624．5　19．5旨54．6　　’・　　　　　qヒ’A鮭SP　4S・9一’一．．一二．一二一一一．一’　、　　〃tt11〃｝｝鮮青色〃1．．一．．．．一　　　’　　　　　　　　　　　．−　　　　21．9　　73・4　　　　　　　　．FCR　2國亭　、E減0，392120．一丁．．一〃F　　　　　、叉は31産A　泣S8　S39・−S’90，45・　　　　　　●・、ss〃1850℃1．日騰鈍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、24（168）’〆第　4　表電、熱．．　線　．、　≡蓑電機・VOL．23．．No．4・1949’、（’、、v．一tぐ〈s／＼●’成　分　％，　｝壽命恒　　　　　　　　　　　　　　　　　」75亮18≡』下1編一豊精‡卜・2・・貿上15講下1�l一既錦1・2・・’＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：二ll：竺麓：鎌劉’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「250150250150　へ1’t一覧表　　　試　　　駿　　　結電熱線の近況●田村∂堀田　　　　　　　　　　　　　ノ、、，．一覧表を作ると第3表のよ5になる・以下種別に掛しては第3表の記號を便用することにする・そして筆者が終戦後入手した電熱線をこれらの規格値と比較し，また種別も以下述べる測定法によつて到定し第4表のように分類整理した・壽命値の比較を行うため線経の太いものは0・5mmに線引きをしたが都合によつてそのまS‘用いたものもある．第4表には大登20個所の線経を測定したその干均値を示す．これらの試料のうちS−4・41・70はそれぞれアメリカー流會麓の電熱製品から取り出した中’‘古品であり，S−5・7は戦前人手したホスキンス杜の新�s1である．、、壽．命値　回．．一一．．．一．一屈　曲　牛　経R　と　屈　曲　値N一一．．　・幽＿　　　　　　．　．．・　　　　　　　「　　　　　　　！R≒2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R＝7．95　　　　　　　　一一丁　一　一　一．一．一一て一．一．．．．一．一一・・R＝3・06　1　R−4・78　117　’…iR＝1L961　2　　3　4　5　　　　　　、　一干均n畔駒・申・齢酬酬n　　　　　　　．猷！劇十均n最十幽n斌最小1韓　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　一一一．298−143−138184−178　　・　　　　　　　　　一193181一11｜　　〆　　　s一　女一　　　　　　　　　　　　　　　・・165−147−i44−112−106168−156−152　　　　　　　　「「．一　　　・　　一一．一　・一．一一．4848　6875739．69．75122188　　　　　　　」一＿961111　　　　　　　　16156173116．347而338び42264・404309　　　一24．5802一’一720748　　7一．一＿A194−151−140−134−122147−135−128−　94−　89199−152−149−100282−266−214288・271−195248−219−147285−233−228126−116−43174−168−142233−206−206330−253−217228−197−183239−184−166303−234−210230−158−45　　　　、183−147−91208−126−116232−147−105　　　−一．一．34−52・197−194135148150254251205．58547874506462666070；627072502830塾3860523250424650485244563228504439．240．0　　　　　一一　　　　6　　　　16・12　　　　5．．81　　　　5．8　　　　5．77　　　　5．81、　　　　5．82　　　　5．8　　　　5．857，815．82　　　　5．78　　　　5．81　　　　5．82　　　　5．82　　　　5．81　　　　5．81　　　　　　　．　‘−927084761028892σ892969084668610678　73　89　82103　92・，95103　96　99　94　87　84　90109　879．259．239．20　　　1　　　11　−］轟1耀：量　　　1　　「　｛　　　　　　　　　162　　　　　　　　　184　　　　　　　　181　　　　　　　　200　　　　　　　　189　　　　　　　　141　　　　　　　　143　　　　　　　　197　　　　　　　　167　　　：　　　15．5150．15．5444558546566578　　一3365285461き1371543　　　　　　　　　　　1−　　　　　　　　　　　23．1　　　　　　　　　　　23．578　　　　　　　　　　　　11301082110讃！1　　　　49倒　53923．1「115810061061　　　　　　　　　　’　　　　　　　1006　　　　　　1：1210557、23．11髪1；1鴛�g隠、95！23．、L、58，、。。8、。73111覧灘174688660．249．152．51−＿1A．幽．43119614．4516642　92112　98　一一．　　　一，130　84・1一一　　　｜　　　一一一　　　　　　　　　　　　一」．．．．．A　164吟122−100−　71−　70　　　　、一一．＿三L＿「1．＿．＿・．．　．．「　一　．＿−　94−　85−　71−　68−　56’・°51：llz663668．0　　　　↑59．64．77．64−　　6116621247312．2232203　　　｜‘20．475067071730．5・63611586　　　「16111　一・　−4463037．61629210516．47032841・1　52．一’．　84　「一‥9．58σコ58116ミ短．　　96−　96−　90−　81−　81　85⇔　82−　80−　78−　36　．一一L−．228−190−171−126：−72　160−147−124−121−　74　　．89；472．1　　　一6442506　78−104一一一198138155164924444672414101852ユ161一　　　　　　　　　　　　　　　　　一157125−一．1172351，�u150−143二126コ2−　74275−262−243−161−　．一　　　　　　．一一1−一←・＿．1．一」A−．−254而73．2840　4一3ガ　4一一．−36　4　一．6．14＾92881068　477　89．737．831401280　81081016．313．146058314如399481i6：61881118，ユ4211116255．16618377．65　1126294　　．12．2152　　．12014120．4530360　　　143930．0函21980i1114　　　　　　　　　　　　　　　　　　←・24一244．4512810207　　　　＾2073．282016174．9254404717・837846286228262・　　　119．752814821　　’150一貼　　　　　ua　　　　　⌒　　’果轟1（109）25＼1’もL　國産晶の中にはNdR　1として納入されたものが試験の結果NCR　2であつたが註一ク・ム線とmsし市場で販責していたものが抵抗膿用の鐵クロム線であつた　りして，過渡的現象ながらかなり混胤しだ猷態であつた．しか，しアメリカのNCR　2中S−70の試料は比較　　　　　　や的低温用護熱麗に使用していたもので使用温度により明確に使いわけている状態がよくわかる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●4．電熱線の壽命値電熱線の品質判定には機械的試瞼，顯微鏡やX線による組織の研究，化學成分，酸化度の試鰍等種々あるが言．’結局これ等の鵠合した結果が壽命試験に現われてくるも1のと思う．電熱線の壽命試験法として前記JESに操用　L，　されたものは・線纏を0・5mm・長さを200rpmとし・線温を12000Cに保ち，2分間の通電と停電を繰返す強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b制壽命試翰方法である・よつで筆者もこの規格に準じて行いその結果は第4表に示してある・また同一試験方法によりかつて申路博士が襲表された試験結果（2）と1筆者eJへ●る．一般にA硅の製品はその品質が干均し壽命値にも大ぎなむらがなく106〜168回で概して低い値歪ある・これに反しB蔽の製品は330回という最高壽命値を示すか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思うど赤熱纏生によつて43回で脚線したという極端なものまであつだ・C泣の製品は線経が太いにも拘らず43回という干均値に終っているが；その劃線原因も赤熱鶉磯生でなく一様に脆弱化した冷めである・すだわち成分よりも製造技術に闘心を向けるべきものと考えら　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユれる．D冠の製品は雫均200回近い壽命値でA冠C　　　　　　　　　　杜に勝纏秀性を示してv．る・IKV“　NCR　2では試料S−7すなわちボスキソス冠のクロメルCが線纏の細いにも拘らず105回の壽命値を示し優秀なことがわか”9　　　　　　．　　’A祉の製品では干均75回・B泣の製品もほ虻どうようで72と89回の平均値である・却つてE赴の規格外品と認められる製品がこれらを凌駕し125とi57回の干均壽命値をもつていることは興味渓い・FCR系ではA碇の製品が乎均235と117回の壽命値を示した・この回磁え沖辮士の餓値とも＿etした値を示していゾ　　　　第1固　電熱線奮命値と同一試料についてA砿で行つた試翰結果とを合せて第1・圓に示した・　　“すなわち瓢線がこれらの参考値である・誌1圖を見てまず感じられることは國蓬晶中にも外國品に劣らないものがでてきていることである・まずNCR　1ではアメリヵ製品S−4・41は故障した埋込型熱板の中から取り出した後線引きしたという経歴があるにも拘らず最高29826　（110）＿　＿．．＿＿一　　一＿、＿　，　，　　，＿．、＿　　＿＿、＿　　　　　　　　　　冶　　1．B冠欄中の勲線はA祀測定の壽命値註・2．註1以外の勲線は中路博士の登表値　　3・線纒の特別なものは・S7・9・10・19である　　　FCR　1に醤し抵抗膿用の　FCR　2ではF瀧の製品が　　　25回である・どうよ5、A泣の試料S−69も24回と　　　いう低い壽命値を示した・この試料は或商店で販費され　　　A瀧三クロiム線と商標がつけられ銀白色を呈していたも　　　のであるが，次の項で述べるように明らかに抵抗髄用鐵　　　晶議竃纂蕊濃讃灘；�g二＼三三菱電機・VOL　2q’N9．．4．19491i1t＼’，’1’　　　　　、　　　　　　　’、ソ肌　　　　　’ス方1ルゲ，電煎｝　　・｜」←日麺旦　　　　　＼　　　　　9　　　　　｛　　　●　　　　　1●辿・！　　　　｜　　1L60＿一　　　　　　1．．65−一→　第2園屈曲試騒器Rの値　2，3．06，4．78，7・e5s　11．96s5．電熱線の屈曲値．電熱線を一定の圓弧に沿つて屈曲bその繰返し荷重による疲努破壊の程度を比較するものである・筆者は第2圖に示すような簡箪な装置を試作して使用した．供試線にはスプリソグによつて抗張力の2％程度を線経に騰じ階段的に加え，線は屈曲駒で固定させた・そして90度屈曲するのを1回と敷え切籔するまでの値を5種類の駒について求め，それらあ結果から屈曲駒の牛経・最大・最小・干均屈曲値および屈曲駒牛経と線経の比を第4表に追加記入した・また屈曲駒牛経と線経の比をnとして横軸にとり，屈曲値Nを從軸にとり爾者共圏敷目盛にしてその闘係を圓示すると第3圖のようになる．固からわかる2000，1000　500屈　400曲30σ敷200��’v’↑1005040．30ノ　　2010A‘　　　●●●．　●●’　●●　�H●　　■●「▼亀・硲　　‘・工＿＿＿る●　●rx�堰g電熱線の近況・田村・堀田23　　4　5→　　n第3’団　n占屈曲鐡の關係10　　　　　　　　20　　　　30　　40　　　50議雛磨　　　　∠一’ボスキンス粒　　　　●・・…・A示±　　　　×……B赦、’100（．111　，b　27ゾ1　、「T’　fx　’tF、、r”　よ5にB泣の製品が最も勝れ，，吹いでホオキソス赴，次　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　　　　・がム砿どい5順序である・こiL”らから明らかなように屈t’　曲値はnの取り方歪非常に異なるものであつそ・屈曲駒　　の仕上げと線脛の測定は精密でなければならない事がわ　　．かる・圖にはニクロム線の場合を示したが鐵クロム線に　　，ついてもどうようのことが云える・鐵クロム線φJES　　によると「nの値を2ないし4にとり，3個の試片につ　　いて行う」己規定されているが，今迄行つた試料では殆　　んど全部が合格する・たいし試料S−9はガが2なら不．　　合楕，4ならば合格するという結果になつた・しかし乍　　らこの試料は非常に脆くて實際には使用できないもので　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　、ある・更にこれを850°C1時間焼鈍した結果は竿4表の　　　　　　　　　　　　ダ　　欄外に示したように屈曲値は増し，講命値も焼鈍前と何　　等の憂化が認められなかつた．また入手時期の同じ線，・　　例えばR泣のS−42〜57の’16試料につLx’⊂nの値が　　ほ蛭どうようであるところから少し此較してみたい．　‘　　第4表に示した干均屈曲値の縦列についてその値の少い　　ものを選び出すとS−42・45・47・54・55等であb，　　また最小値と最大値の比が60％前後のものを抽き出す’　　と，S−42・47・55である・なおこれらの値が共に勝れ　　だいるとみられるのはSニー43・46・53・等0）試料である．　　また乎均壽命値め多いものと少いものとを選んで一覧表6．、電熱線の他の性能；供試線仁部について抗勧，伸齢等を測定しそめ＿値を第4表に示したが一般に實用的でないため参考程er　．　．に止める・なお線経誤差と外観について近況を遠べると，一時は表面が甚しく荒札肉眼でわかるような裂目やきずが無敷に存在しているという粗悪なものもあつた・一つの線束で1蜷初めと巷絡りの差は殆んどなく，線経の大き過ぎたりまた小さ過ぎて規格恒に合格しな，・もの（t　520の5．ち44で約8・5％であつた・またこれを20ないレ40個所の測定値干均すなわち乎均線経に封して　　　　t比較すると規格値以上の誤差は僅か1で不合格率0・2％に過ぎなかつた・これらの中には公解経0・6と繕し乍　　’ら實は0・55とした方が誤差が少ないというのが多く結1局どんな線経の＄のでもどれかに當てはまるという状態となるわけである．また直角方向の線経が異り楕圓形、’’とみなされる騨面を、している＄のも少なくない，中にはこの取退経の95％に達しない短asのものもあつE・　一・こPような購品濁しS−7の加ジC、！まそ嚇tt差が殆んど認められない・このように我國電熱線の近況は戦時中の塞白を取り戻しつふあつても5一歩という所　　　　　　　　　い　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びまでになった・しかし乍ら一般にほな象描悪品が市場に　　　　　　流れている現状であるかち，電熱線が何の’s　　　　、試料nの値と亭均屈曲値、最棚曲値×100％平　一声號ド’§1硲15・；1≡9・�b7115il憲2321三‘　　　　　　　　　　宵i最大屈曲値壽命値　　回S4244．873133391870　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　−54％n＝3．87の時150S4541．482162一一64　　n＝3．85205S4754．2921503871080　　　　　　　　　　　　　　　　　＼55．5　n＝23．295S5442．48414144396θ64　　n≒3．86144S5543．49014386856　　n＝3．88140一．一一S4366．689165543103573〜78．8％　　一254S4461．6一一一一70．2　　　　、251S、4656．6103184557110078．2〜98249S5063．687189485110777．8〜93．3　　249S5357．896172495107368．5〜9｛｝・266ノふ＾第5表　電熱線屈曲値と妻命値の禰係　にすると第5表を得る．この表からみるよ5に屈曲値の少いもの，開きの大きいものは一般に低い壽命値であ、り，・屈曲値の勝れた電熱線はその譲命値も勝れていると一いう興味ある結：果が得られた・もちろん壽命値は各種複難な因子の総合されたものであつて，疲努破壌の原因もまた簡箪ではないが實用的な簡易比較法として品質判定の二助になり得るものと考えられるのである・「種別に入るものかを確實に判定できれば粗悪品を駆逐するのに役立つものと考えられる．、次に筆者の行つたこ∋の期0法についてその概略を述べる・　・　　　　．’7．抵抗値の測定　　　．　’　　・三軍位長當りの抵抗値をケルピンダブルブリ、ヅジで測定し平均線裡から計算して固有抵抗値を求めた．今第3表の固有抵抗値をみると109　と　110μ9cm　の間の数値は、NCRゴとNCR　2と重複するのでこの爾者を仕分けることはできない．今’NCR　1とざCR　2の77試料について固有抵抗値から種別薩判定しよ5とした場合・第6表、K種別判定NCR　lNCR　2計¶翻纏ぞ！購霧規齢きるもの｛の　　1もの14・102420614026「・4　211亘計50277728（112）　　、第俵鮪融値Ωよ縄輪の翻三菱電機・VOL．、23　No．4・．1949’i「＼｝、e�d．ソ亡’一�nぎ？こ口�n・τごさ三汀�eい�d言三”t「「『L傭「へ・「一”s・∴　　から明らかなよ『うに24／77×100＝　31．2％だけが確實に　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　コ　　分類できるといつた低い確奉である．，しかしこの項につ　　いては規格値に劉しても更に橡討したいと思う・　　　　　　り　　8．磁性の測定，　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　．鐵クロム線が常磁性膿でありニクロム線が非磁性燈であ、　　ることは常識のことであるが，更に些細に橡討するなら　　ば第4表に示したようにそれぞれの特激を示すことがわ　　かる．すなわちNCR　1ぱ全部非磁性であるがNCR　2　’　は磁性を有するか殆んど有しな�dか二つの場合がある・　　　　NCR　1申の試料SP−2は元の線経1・2の時も0・5の　　時も非磁性であ’iiて，更に0。2に線引しだものは弱磁性　　　を呈したが，こめ表面O［！酸化膜を創りとると非磁性に饗　　　化した．このよ5に細線にするほど現象は著るしくな　　　る・この原因は線引工程中最も酸化し易いクロムが部分　　　　カざ　　　的に酸化して表面にクロム含有量の少ない部分を生じた　　　ためであると解される・SP−2は第4表の分析直からみる　　　よ・うに鐵含有量が多い成分である・元來ニツケルにクロ　　　ムを加えていつた場合その量が5％で磁氣憂態誤は常温　　　になり；更に鐵を加えるとその磁氣漫1態黙｛よ鍵化してい　　　くことが知られている・從つてクロム含有量5％以上の　　　ものでも常温で磁性を生じてくることがあり得る・この、ノ、，　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NCR　2として癌分したところ第8表に示す結果を得たすなわち73／77×100＝95％とい弓高率で判別力§可能であるご表中判別し難いNCR　1の3試料はNCR　1の規格値」”ilも幾分鐵含有量の多いものと到劃される・またNCR　2の1試料はS−7のクロメルCであつて短も　　　　　　　　　　　　　　　ノ時間の浸漬では殆んど青色反懸がなく一夜浸した後漸く反臆を認めたものである．’この浩國産品はどの試料も線色の附着物が線の周園な被い，その中にそれぞれの割合で反懸駕示した・＼’．間蓮つて1　　　　　．計判別する．もの　11心ぎ『難麟ちNCR　lNCR　24726計73314005027一．．．−E：L。一．L。。　：．．077種別判定難郷騨1　’計’NCR　lNCR　2　　　　　∨’46　　　　3　　’　16　　　　5　1　　　　　　　Σ1｝65027計62｛8．7177　　　　　　第7表　磁性による電熱線の判別　　　｝�H　現象は極く僅かであるからいろいろ工夫して測定しなけ　ればいけない．鐵クロム線は強磁性であるから問題外と　　して前どうよう77の試料について磁性だけで判別を行　った結果を第7表に示した・これは磁性のないものをN．CR　1とし剰生のあるものig・NCR　2として分類したP　であるが・62／77×100＝80・5％は分類できるという結果　になつた．また表からわかるよ「）にNCR　1で磁性を呈．　するものは少なくこれ｝〜比してNCR　2で磁性を呈しな●　　いもの力鞠合にあるということである・　　N　9．フエ●キシル反鷹第8表　フエロキシルによる苫熟線の判別’10．起熱電力の測定熱起電力の測定には各種の方法が考えられるが筆者は，東海理化工業所製の鋼到別器を使用した．この値は普遍的な数値ではないが電熱線の種別に封してはそれぞれの差を示し，また簡箪でよい特激があるのでこの例を前どうよう77の試mp｝iついて求め第9表1ご亡の結果を示し　“た．．すなわち76／77×100＝99％は確實に判別し得るのである．そして短い試料から連績的に局部熱壌電力の測定が可能である・ζの測定結果の一部を圓示すると第4圏のよfsになるが，これらのことから判断すると第4表の敏値からわかるように，電熱線の實用的分類は分析などを行「）必要がなく確實に仕分けることができる．例えば，S−58の試聾は固有抵坑復と磁1生からはNCR　1と誤られ易いがフエロキシル反懸と熱起電力の結果や更に比重でも明らかにそれでない事がわかる．また’S−39はA杜の商標をつけニクロム線と明示して某商店で販實してい丈ものであるが，固有抵抗値ではNRC　1とみら種別NCR　lNCR　2計到定’！繋馨、ぞ％1霧霧502676011000計502777メッキ面のピソホール糠出法と同じ方法であって，電熱線に含有される鐵分を強出するわけである・筆者はよく磨いた電熱線をフエロキシル液の中に浸す方法をとつた・鐵クロム線は鮮青色を呈するから問題外として，前どうよう77の試料についてその青色反懸を呈したものを電熱興況酬’ぴ、　　　第9表　熱起電力による電熱線の判別れ，熱起電力ではNCR　2’と誤られるが，強磁性を呈　　　　　　　　　　　　　コ　　　　へしかつフエロキシル反臆で鮮青色を現わし明らかにそれでないことが判明した．　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（113）　29・　　、　　　　”d’　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　、・　　、■■’　、、、熱起電力AmVv↑、26へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘24A杜F（Rl．　・・E杜N（R規路外222018タo16ア刈力N（R2F杜F（R2XlおぷF（R2Xは3　　　　　　　　　、114一　　　　　●12〆嬬N（R2　，〆B杜N（R210、　8L6肩B赴N（Rl4澱リ加（Rl2A杜N（R｝（・D杜N（Rl0、・一2−41一69第4圖　電熱線の種別と熟起電・カt11．結言電熱線は熱板の生命であるが一般市場には粗悪品が氾濫している現状である．しかしその近況は一・時戦後の混蹴状態から臆却し漸ぐ昔日の萎に蹄ろうとしているt’その壽命値はニクvム1號線ではクロメルAが300回，中古品でも138〜298回で干均187回を示し，國産A杜製品では106〜168回で平均147回と均質ではあるが一般的に低い値を示している・B杜製贔では43〜330回，平均186回で良否共極端である．C杜製品は劣等で僅かに43回，D祉製品は194〜197回というかなりよい値、を示している．ニクロム2號線ではクロメルCが210回，線経が細くても70〜164回で，平均105回，A胱製品では56〜94回で干均75回，B祉製品では36〜96回で，干均81回である．E就製品は規格外とみられるが74〜228回で平均141回とい5よい値を示している・鐡クロム1種線ではA肚製品が74〜275回で干均176回と＝クロム線より勝れた値を示している．また低温用鐵クロム線は25回というそれだけの数値しか示し’gいない．電熱線の種別を到定するには熱起電力の測．定，フエロip・／’ル反懸試臨磁性の鋼別を行えば實用的　　　　　　　　　　　　　　づな方法として簡箪でありかつ確實なものと考えられる．．一般の露出型熱板ではその使用状態から電熱線本來の壽’　30　（114）よぷ命値を完うし得ないのが普通であつて，電熱線の品質を吟味し，更に根本的な設計工作を施すなら4000時間を超過してもなお継績使用が出來る實例もあり，今後の改良に封しても電熱線・電熱器業者相協力して行きたいと念願するものである．終りに種々援助を頂いた當祉世田ケ谷工場加藤技師外各位に封し厚く感謝する次第である・　　　　　　　　　　　　　　　　　，文献（2）中路幸謙・鐵クロム電熱線・電氣學會　　　　　　　　　　　　　62　421　（日召　17−−7）（1）田村弘治郎’・鋳物鍾込型熱板・lx電機　　　　　　　　　　　　　　22　　　92　　（H召　23−7）N／⇒電�kL21恥’4’1949　　　　’tVt1、、　1、、sf、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　621．　315．　615．　2：621．　314．　212運轄中における愛屋器の絶縁油濾過殺雌糟皓れてe・なかつた麺器のsses中‘iおけ確縦醐・ついて・日護長門憂竃所における實憩結果を主膿にして報告したものである．　、　　　　　1＼　　　　　　　　　　　　　　　　研究所伊丹製作所　　　　　x原岩吉崎澤’仁晴敏吾光夫11．緒　　言　　・・　電氣機器の絶縁油は全般的に見て通常相當劣化したもの　も使用されているのが現状で，劣化した油は濾過によっ’てその大牛は浮化することができる・この場合豫備懸　器のある場合，または蓮轄を中止して会支えない場合に　はもちろん憂懸器を運轄中止して濾過を實施出來る＞b：t　b　現在各登饗電所において憂堅器はフルに蓮轄され，運轄　中止出來ないために長年月絶縁油は濾過されないでその　儘使用されている状況で，蓮轄中に油を濾過する事が可　ペ　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　じ　能↓こなれば，憂堅器の保守上得るところは極めて大きい・　從來種々の杷憂のため電匪印加中の饗堅器油濾過は實施　されていないが，コロナ式油試験器を臆用し，内部の状　態を打診しながち細心の注意をもつて實施すれば必ずし　’　も危瞼ではないという確信のもとに，日護當局の英勘に　より昭和22年5月日登祠戸愛電虜でこの試験が賓施さオ£1）就顕昭和24年2月醸長F弓愛瓢において　同様の試瞼を實施したのでその試験結果について報告す　る・’2．供試墾塵器　　　、Westinghouse赴製を昭和12年4月當赴で改造しその　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば後明電舎にて改造（改造年月日不明）されたもので，昭和20年關東地方よ露設され現在まで使用されていたものである．絶縁油の濾過は長門鍵電所に移設された直後及び昭和22年7月に實施されている・定格は吹の通りである・　　油入自冷阜相饗塵器　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　5001〈VA　50av　　　　油量　10500立　　高堅’100KV　50A　低堅22KVユ1KV’　　インピーダンス　　7．545％3．油の濾過實施方法第1周に示す通り絶縁油を憂塵器タソクの下部排油口か　　　　　　　　　1第　1圃　　　　　　　蘂　　　　　　　　　　’　ら濾過機に導き濾過された油をマンホールからタンク内に注入して（供試憂璽器にはコンサペータが無く・コソサペータのある獺器ではコンサベータから注入する）油を繊せyめ・愛麟は電髄印力mした払で連轡、．に濾過を實施した・この濾過實施中コロナ式油試験器の＼’マイクロホンを饗璽器タンクの下部排油口に取りつけ，鍵璽器内部のコロナ畿生状況を常時聴取して内部状態を打診し，一方愛璽器タンクの下部と濾過機の出口より1時間ないじ2時間ごとに油を探取してコロナ式及び放電式の油試験を實施し（約30分間放置後實施），濾過に　よる油の鍵化状況をたしかめた・　濾過機の濾紙はあらかじめ良好な油を通過させ，濾紙を構成する繊維の屑を除去し（濾紙の化成と解する）實際に濾過する絶縁油の中に濾紙屑が入るのを防がねばならぬが，本試鹸においては濾紙を交換した際に濾過機自膿の　中を約10分聞絶縁油を循環さ�sて濾紙の化成を行つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（115）　　31　、’t＼た・なお絶縁油の中に氣泡が入るのをできるだけ少なくするために濾過機と簗匪器ケンクの下部排油口との接績はガ．ス管を使用し（濾過機の出口よリマンホールに注入する側は蛇管），またマンホールより落下する油の氣泡をできるだけ油の表面に散らし油中に侵入するのを少なくするために蛇管の光に約15糎牛方の木板を取りつけた・第2圖は鍵墜器内に落下する汕の状態を爲したものである．第2固最初機璽器rンクの下部の汕を探取して試験したところフロナ開始電塵が15KV，蓮績コロナ電厭が25　KVで非常に悪かつたため，約ドラム罐一・A・　？Ptを抜き取り上部から新油を注入した後，第1日Fi（2月4日）午前11時濾過運輔を開始した・この際褒堅器は低堅側より閲磁b高堅側は開放どし無負荷状態である．午後3時30分憂塵器を無負荷状態から負荷状態に切換えた際に．O．C．B．が故障し試験績行が不能となつたため濾過を中止し，第2日目（2月5日）第3置の様な結線で返還負荷法により負荷電流約145A（低［璽側）60％負荷の雌で濾過を再開し蓮績21時聞實施した’第3圃でT1は供試褒塗器・T2はT，と全く同一一の饗匪器，その定格は前述の通りである．T、1は銅損供給用褒器璽で三菱製（昭和23年10月改浩）高壁60、5kV・人90kV・｛氏堅4隼V・22kV・インピー’ダソス10・16％定格のものである・・T，1はT3の電源用攣璽器で芝浦製9000kVA，一次60・6kV．i　105kV32　（116）第3圃、二次39．8ky！69kV，三次11kV，　イスピ声ダソス1ま一次：二次茸日　9・15％，　一・次三三次P司　6・77．‘，　二次三三次艮‖　2．54％のものである・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プなお濾過機のバルブぱ第1日目濾過蓮轄蘭始後最初の30分間は約1！3開，次の1時間牛は約1／2開とし，その後は全開にして濾過した・’濾過能力はバルブ全開で約110立ノ分で供試鍵璽器の絶縁油は約1時閻z周こ1循環する事になる．　　　　　　、t4．試験経過及び結果第一日目（2月4日）　1100　油試験（運轄前）　　　電厭印加，饗匪器無負荷運轄、電塵低璽側　　　　23．5kV，高璽側，88kV　1103濾過開始，｛c9レブ1／3開　　　　　、　1130　〈由　試　験　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　、・　1138濾過中止，濾紙交換，濾紙には少量の水分及び‘　　　スラヅジが認められる・1151濾紙の化成開始1203化成停止，濾過再開バルブ、1！2開（停止時間　　　25分）　！　　・1230油試験’L　　　　　　　�f1307濾過中止，濾紙交換，水分スラヅジ少量1319濾紙の化成開始　’　　　　　　　『　　−t1331化成停止，濾過再開，バルブ全開　（停止時聞　　　24分）1400　油試験　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1530油試験1533　憂璽器電堅開放　愛唾器に負荷電疏を流す様に　・　　結線換え，濾紙交換1555濾紙の化成開始　　　　、　　　　　　　　　・1616化成停止，鍵堅器電璽印加〉負荷電流は156A　　　（65％負荷）で，T4の灼プを鍵更して負荷　　　じ　　　　　　　　　　　　　モ　　電流を増加させるために饗堅器の電塵開放にし　　　た際0．C・B．が故障しy，その修理のため濾過　　　蓮韓申止第2日目（2月51ヨ）　　　　第3圃の結線により負荷電流約145A（低塵）　　　　60％負荷で濾過再開　　も一1043＃10．C．　B・投入　1045蒋20・C・B・投入饗璽器負荷電流142A（低）　　　　60％負荷　電aj　23kV（低）　1100油試験，濾過再開，バルブ全開，負荷電流は　　　　145A（低）　1128，饗匪器内コロナ昔4回、＾’�d．　y　＼か1゜∵声1−∵一、ゴ・t●　　120q　mb　jli　ee　　　1212愛匪器丙コロナ晋S回，負荷電流146A　　　　　電麿24kV（低）　　　1240鍵墜器内コロナ晋2回，　　1248約30回！分のコ・ナ920秒ew’　　1254約20剛分のコロナ1分牛蓮績　　1258　コロナ音1回　　1300濾過中止，濾紙交拠嶽蹴殆んど汚　　　　　れず・油試餓　　’　　　L／　　130160回．’ffのコロナ40秒績く　　　1315濾紙化成開始　　　　　　　　　　，　°　1330化成停止・濾過再開・停止時間30分　　　1400　油ξヰ瞼　　1504約60回！分コロナ音1分20秒蓮績　　　一　負荷電流148A，電Wt　24・2kV　（低）　　　1510　コロナ菅2回　　　1520　蓮績コロナ音20秒績く　　1523　コロナtc　2回　　　1542　蓮績コロナ音1分間連績　　　　　’　　1600油試験　　1601約30回泊のコ・ナtr・1分間蓮績　　1612「ジージー」とい5R30秒績く　　　1630濾過申止，濾紙交換，濾紙に多量の黒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　いゴミ認められる　　　1646濾紙化成開始　　1700化成停止，濾過再開，停止時間30、分、　　1705　「ジージー」音2回　　　　　1　　　　1718　　「ジー」菅1回　　　　　　　　　　　　　　，　　1752　「ジー」菅1回，　　1800油試験　　　　2000・7由，試験　　2035約30回！分のコロナ2分間績く　　．2039濾過中止，濾紙交換，濾紙に黒いゴミ　　　　　有り，前回より少量　　，，2052濾紙化成開始　　2110化成停止，濾過再開，停止時間31分　　　　2200　　7M　試験　　　2225　コロナ音1回　　　　　　　．　　　第3日目（2月6日）前日に引き績き濾過績　　　　行）　　0000油試験　　0031濾過中止，濾紙交換，’濾紙には極く少　　1　　量の黒いゴミ有り　　　0046濾紙化成開始　　　　　　　　　　・2月4日放電　々　塵．（kV）油　　試料時刻1脚騨獅割開始・灘鑑敷コロナ電塵　　　　　劣イ　　（kV）電塵11CO27　　21　1　646　129　　17一1トー一，・＿劉ξ18：爵一；25｝1，袈’鋤圭11230璃劇認認器晋惨塩！：68醐1主誤　一、−−＿一一一認ll　　ト一　　一へ1−−7125135　　　　　　　1α712L25140［α791530x�f：鴇　　　‘割；！25135｜α65251401立692月5日探油時刻放電・塵（k・）�k講塵劣化　戴試．料一一一　　　　　　　　＼・駆1最大随嚇最が鍵・1警勧係K1100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一工融ぽ倒塩「穎lllε：き11200下部上部瀧1き亭牢1袈190．73’1．0．i1300下部上部1！：｝i；蒙，、；，評一悟≠藷認曄網§869畑1600　‘下　部・32．7上部i3a6　1　i46　i2544；279�J路纒1800下　部，27．6上部f31．2．認12237123：ll2000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛　　一・一、　　・一・　一一下部12gr36123上却3＆4142「25一「一一召倒§8已2認一・一・一．・一　眺�i一2200至藷認編1寵8｛2818：ζ2月6日tt111”」一’・i〕剰試料＿時刻　　　　　　　　　門講塵！劣ヂ⇒最大咋⇒最劃離隅魏放電　々　塵’（kV）　・顯61係K　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1401Q．75　　　1　　45　　PO．gi、　　l　　　l　　　　・8：96’・・‘1已3籍。。。。1下劇3＆・　　　　　　46　27ド19　301上酬3ふ6｝41321930畦墾1勘墾副釧認1｛9・4・・．工翻99：§a；．⇒王藷1§；：引2・8・・1工翻6：1ほ91き§；認，｝司35｝幻§9E劉�g，Sil器　29’−1・�g蓮轄中における饗屡器の絶縁油濾過・原・岩崎・吉澤第1表（117）　33　　　　　　●野∵71で二三�n埜轡一三“■一’一‘　　　　　・　　　　　　　｛　r−　　e・ご・　’　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　�Q　　bi・・化鵬止蹴醐触馴ヲ9分　・　　0230油試験（0200降雨のため探油不能），lil　　O400　油試験　　　’　　一一　　　　　　　　．　　・fi513濾過停止〉濾紙交換，濾紙は汚れず　　　　Q528　　織氏イヒ成臣目女台　　　、　　　　　　　　　　　　’・’　　　　　　　　、　　　　／　＾　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　0545一化成停止，濾過再開，停止時間32分1　0600油試瞼、　　」1　　　　’，li・　　0735　ゴロナ音2回　　　　　　　　　　　、　　0745　コロナ音3回　　　　　　　　　，：．　、’1　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　0800　油試験（最終），　　　　　　”　　0801濾過停止　　　　　　　’［　　0804（）．　C・　B・聾2及び＃1を開放となす，試験終了・　　　油試験の結果は第1表に示す通りである・表中干均Aはい5回の放電灌癖均値，最大値はその最大・最・1｝値は　　　その最小で，Bは最大値と最小値の差で薮右コロナ電｝．　睡の申でC、｛ま≒ロtを開始する電魅，Dは蓮績コロナ　　　（1分間100回以上）電堅であり，劣化係戴Kは次式よノ　　　｛’U）　　　り算出した値である・　　−t　　．［　K＝嘉×�f×藍。・言謡撒　　　なお試料の項で下部は麺唾器下部より操油したもの，上1ト　　．部は濾過機の出口より探油したものである．測定結果は　　　試験油を探取してからいずれも約3（γ分摺倣置後實施し　　　た値である・　　　以上の結果を曲線に描くと第4薗ないし第6圃の通りと　　　なる’第4圏は劣化係数の漫化を示し，第5箇はコvナ　　　電塵，第6圖は放電々堅の干均値の憂化を示す曲線であ　　　る・な緒7圃噸麟に酬瓢を流して濾過蓮轄中k　　　め鍵塵器の温度愛化を示す．温度は饗璽器タンクの上部1’　L　　　　　　　　　　H∵’⊥に、　　　　鴛　　　　　　　　　　　　・‡　　　　　　　　　　　　穏ト・’−X　　　　　　第　4　圖　　　　　　劣化係戴の　　　　　　痩化を　　fl’　　・＼！．1）　　’　　　　　、　　　　ギ葺．三　　　　　・L　　　ご∵餌（118）　’！［1二　　　’ll�d’　　　1♪」c−’〆・言：己＝でご，．三二でひて丁ででT一．二�iぎ三←甦言禄　　　　　　　　　、　唱　　　　　　　　　　　　　・　　ン　．・　　　　　　　一　・　フ‘＼　及び下部に塞暖計を取りつけて讃んだ値である・　　　　　　　　　　　へ5．試駿結果に封する考察今回の試験により蓮轄獣態にある灘塵器の絶翻噸過は〉注意深く實施すれば可能であるとの結論に達したが，以　　　　　　　　　　　　　　　コ下試験方法及び試翰結果について考察を茄えてみたい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　（イい供試鍵麟には�kサーペータがなく；礎つ　て濾過された油はマンホ＿ルよ，り注入したので氣泡が饗　　　　　　　　　　　　　エ　塵器yvク内に深く’穴るのを少なくするために蛇管の先’に木板を縛りつけたが，コーサーべ一タのあるものはこ　の購今回の試験よりも條件が良い事になり，直接蛇管か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らコソサーペ7タ丙に油を注油して差支えない・たL“し　　　’�dシサe一べ一タと憂懸器タソクの接績管の灘量が濾過機　の蓬油量より小さい時は薮器タンクの上部に眞塞の部　　．，一分が生ずるので，この鰍に闘しては注意を携わねばなら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ、（この事は神戸憂電所における試験の際に纏験したこ　・とである）．　　　　　　　s　　　　　　　　　、　　（口）　濾過蓮轄前に饗器タシクの下部の油は≡若干　抜き取つた後循環するのが安全であるが，どの程度まで　劣化したものが抜き取られねばならぬかという問題は未、だ試験回敷少なきため結論を下す事はできない・　　（ハ）　濾紙は2月4日（第1日目）午前11時に饗　堅器無負荷で濾過を開始蔓てから2月6日午前8時濾過X了ま誕乞5時間1・8回交換し，翻｛ま3扮蹴は1醐次取時嘩嬬に柵を大にし・後に4時間ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　乏に交換した・濾紙交換の際に濾紙のイヒ成を實施するこ　とは絶封に必要である．　2月4日の最初及び二度目に交換した時は濾紙に少量の　水分及び塵埃が認められたカS15時30分の交換の際及　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘、’　・　ロ鉗茅　　｝F鵬翼墓1．＼、灘1’　’暑讃iも讃・1・　　　P’｝F讃委菖｝／　　　　　N三謹電機・VOL．23　No．4．1949　　　．　　　　　、，　　　　1’　　‘　　ダ　　、　　　　−　　　　　　　、、91　　　　K‘叉ロ　、　アが心・11�n、・．：バ1，∵　　　　　・「　　　　．　　　　　　与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ「・　　　　　　’　　　　　＿．＿＿×．‥…・一・　　　　二濾過器出口　　　　　　　　　　　　　　　　　一響下部蹴　　　　　　　　　　　　｛llt　　￥　　r．　　　　　　L　　　　　　　ゆ　1▲＼・ト｝f与’鷺．騨懲唱言煕ノ　　　　　　　　　　試＞P炉，、　．、一§�f．・’　　　　　　‘、、．　　　　’N↓t‘、＼’，�Q1ゾ　’o　●〉、i　　　　　　t、、　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　ご’・］＿　＿　L＿、　・∬　　・，第5田∵魂繭・藏碑　d織ttl．，7　ll　；．．　i6声古「雪寸認，　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇　箋’『箋、．¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　、、ll．1富吟鷲　バ、’、　　　“　　温度（℃）1�`　●、、’　］；i．ll　　，　　一．．’，；t’i綱魏嘘ρ・　邊es　、．．亘1翼　　　　　て謡麟輪紺る麺齢臓灘鋤原・岩崎・諜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t、／『「＼．、9／’　　　「o7間・、‘　　　　、．　　°　s‘’　，　　，　　ζ’．　　　　　〆　「　　　　　．「、調（∵き1∴　ぺ、劃Fこ∨二ご丁一・一∵「�_ニー≡監一ワー一▽言丁三三ミ丁デ�n丁「ざ町」「τ礪’‘1：　　　　　　　、　　　　　　／　”　　　1　　　　・　　　　　　　　　　　い1，・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　Ji’　・び2月5日難器負擶蓮鱒に入つてから2時間目第1回　　目の交換の際は濾紙にほとんど塵挨は認められなかつ［　た・　　　　　　　　　　．　・　　　，　　　と’ころが16時30分，20時40分の濾紙交換の際1、　はかなり多量の黒いスラッジがあり・2月6日0時3q分：．　の交換の際にも少量の黒いスラツジが認められ，その以ら　後においては濾紙の汚れは認めc、れなかつた・2月5日r　16時30分及び20時30分の交換の際多量のスラツジが‘　　あられた事は，饗塵器が無負荷の際には油は或る一定の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　認通路に從つて襲塑§器内を循環しているが，負荷蓮轄の・場合は憂堅器の温度上昇による蜀流のために，油は撹搾　　され，ラジエータ内部その他の場所にあつた塵埃が出て1’：！　來たものと考えられる．第7圖の温度上昇曲線より見て　　2月5日12時頃から24時頃までが最も温度饗化の大きにもぽ勘かる．瀧の撒と共｝・この塵gee・なくなりtJ，　．濾紙は汚れなくなつたのである．　　　　　　　　’r　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　ヤ　　　（＝）第4圖は鍵璽器の下部と濾過機の出口から探油；’　　して試駿した劣化係敷の憂化曲線で試験開始前に饗麗器li）；　　下部で0．53濾過機出口で0．67であつたものが，圓の如　　き憂化をして試験終了の際は麺器下部で0．8，濾過機：1，纒器蒜�f講欝蕊雲響下！　　　・試験の最初頃特に濾過機出口の劣化係敦が非常に不規　　則な饗化を示しているのは，第6圃の曲線に見られる通　　�鴛�電々塵が不規則に出たためで，全膿の試験を通じ放！1‘　’　　電々塵はコロナ電匪に比較圏照して大分高目に表われて　　いる様に考えられる・第5贋はコロナ電墜の憂化曲線　　で，濾過機出口では最初25kVでコロナを開始し，35kV　　で蓮績していたものが，開始電堅も漉績電塵も吹第に　　」三昇し，終りにはコロナ開始電塵⊆35kV　蓮績コロナ電　　1墾45kV　となり標準状態の結果と一致する様になる・途、　　中で一度蓮績コロナ電匪¢）低下した原因は不明である・　　鍾鰻i器下部は最初20kVでコロナを開始し45kVで連｛績していたがす僅灘蹴35kVに顧した殿た　　40kV，に上昇し，開始電壁は弐第に上昇して30kVに　　．なった・饗塵器下部で最初コロナ開始電塵が20kV，蓮　　績コロナ電麗が45kVで比較的コロナ開始より蓮績ま　　での範園が廣く蓮績電塵力ζ高目に表われているのは油中　．の水分のためで水分がなくなつたと孝えられる所の第2　　回目の濾紙交換の後には連績コロナ電璽が低下し，その　　後40kVになつた・濾過が完全に終了すれば攣匪器下部　　においても開始電塵が35kV，蓮績電墜が45kV程度ま　　で上昇すべきである・　　　（ホ）　憂堅器丙部のコロナは2月4日憂塵器無負荷　　蓮轄で濾過中ば一一度も護生しなかつたカ�_2月5日醸鵠（120）　　　一・］t　＝J”t�erち一，・『c．丁一こ可「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　　　匂　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、器を負荷状態で濾過し始めたら間もなくコロナを護生し（初め，特に12時頃から18時頃までに最も多く，蓮績コロナが1分間程度蓮績した事もあつた・濾過の初め憂塵器無負荷の場合には攣堅器内にコロヂは登生せず，負　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ荷蓮轄に入つてからコロナを褒生し出した事は獲纏器の温度上昇による絶縁油の封流のために油中の塵挨が盛んに揮拝されたたあであると考えられ，この事は2月5田6時30分及び�S時坦分の濾紙交換の際に濾紙が｝・咋�i二戸丁丁�nFで弓一‘非常に汚れていた事と考え含わせると時聞的によく一致　、♪する・20一時3q分以降ほとんどコロナ護生を見なかつたのは濾過により油が良くなつたためである・　（へ）　本試験では最初4時聞は饗堅器無負荷で濾過．し，その後饗憧器負荷状態で濾過を實施したが，本試験結果から考察すると，最初から負荷状態で濾過しtも心　、配はない鵠う・もし・・ナのge生繊葺甚しくて遥瞼2　’‘遮じる時は澱勘パルプをしぼオ・ば芦・・コロナ護生は数分間の蓮績コ・ナ程度は大丈夫な事が本試験結果よりわかつた二饗嚇丙でコロナ護生に茄えて「ジー」といふ音を時々褒生していたが，この昔はどこで褒生するか不明である・恐らく油の表面の泡の部分で静電的の放電が起つていたものではないかと考える．以上の結論として　　”　　　　　　｛　（1）　憂璽器を電塵印加したまSの蓮轄状態でその　　　s　油を濾過する事は注意深く實施すれば可能である．　（2）　鍵璽器内のコロナは油申に塵挨の多い時は護　生するが・濾過が進捗すれぽ夷第に出なくなる・．　本試瞼たより活懸器あ油濾過に闘する多くの貴重なデー一’タが得らρたが，今後も機禽あればこの種試験を實施したい・　　　　　　t　本試験にあたり種々御便宜を賜わつた日護中國支店護憂電課吉村氏．梅本氏▲同山口支雌妹尾氏，長門憂電所長堀野氏に感謝すると共に，繊に協力を賜わつた長門鷺�f麟�f�fぷ遍師の、蓋力と指導によつて實施されたもので，研究所電氣課長横須賀技師の指示に負うところも多いピこムに特記する次第である・（1）（2）（3）．文木村，内田木村，原木村，原　　　献電力（昭22−12）三嚢譲　（H召　22−5　）電氣日本（昭23−8）　　　　　　　　　　　　　　zz三菱電機・VOL．23．　No．4●1949↓／「℃�i轡苧←でで三7言τで7で�n�n7丁三�nで三で鞠’　　　　　　　　　　　　■、直二流電　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　φ■　　　　．　　　　　巴1’一磁、接鯛　　　ン　　　1　　　　　　　　　’「　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　’、1　　　　　　　　　、器　　、　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トの’t接　鰯．　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　「遣弧騰を備えた直流電磁接簡器の接鯛子1ま比較的大きい負荷を開閉して，異常に清耗Lたり，溶着したりすることがある・この観難から從來の銅接鯛子と焼結合金，銅タングステンその他とをDC　200V，300A誘導回路で比較實ta　L，　　　’溶着回鼓の測定及び接鯛抵抗，接鯛子消耗量；接鰯子温度上　　　　、・　　　　　’昇の開閉回戴に樹する擾化を測定したものてある・　　　　’1．緒言　　　溶着がしばしば起り損耗が問題になる中負荷重負荷用の　　　接鯛子として，冷陰極材料と熱電子系材料を組合わせた．　　　’もの鵬緋・グ1・岬・・グ・テ碑・・ブ　’　　デン等の焼結合金が優れていることが今までの色々の3ピ　　　≡鎚べられてい7・…油醐閉器や氣中の交酷た閲’　　　負荷の直流に闘する研究は種々行われて，結果が登表さ　　、cれ，それに整｝する綱力功口えられているth9，直流重負荷　　　　に闘する研究護表は殆んどないので，當面した問題であト　　　　る直流200V，200Aの接鯛器にこれらの焼結合金を探用　　　　してよいかどうか直ちに判断することができなかつた．蹴時の難騨の大き噛灘韻荷畷聯（ま馴wa弧装置や�hプ作蹄齢る必要力遇るためmに，各種材料の精密な比較研究｛灘かしいのであ吸”る・…　一：waの目安をつけ・ためにこの實waを行つ評た・接鯛子の研究としては接燭堅力や電流を饗化　tl｝1して接聯抵抗や消耗量を比較しなければならない二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10が簡軍のために，ある接糎力，ある電流での接鰯抵抗と漕耗量及び温度上昇を測定し，そのほか’溶着に闘し2つの接鯛子形状を比較した．　　　1　　82．實験方法⊥＄伊．9642’　｛ア）第、1価〆　　　（イ）接鯛子形状0伊丹製作所待　　・　　　　’・t　”　　　、ピ、　・　　　　　　　　　−1　　　　　　　　　　　　　羊621．　318．　52．　066．　6　　　　　　’ト’子材．料一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　＾　　1‘鳥吹消コイル，アークボツクスを備えた1個の電磁接胸器鞭用した．接胸面は20・fOmm・で第1圃（ア）（1・）一のような形状である・使用接鰯子は次のようであつて，　　　　　　　　　　じ（イ）のCu2を除きすべて第1圖（ア）の形である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴ア，Cu1−……銅接鯛子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ：‘イ・C・2“…’…銅接mSIP・第珊（イ）の形状　　ぴv・Cu3−一翻醐子lr　　　　　　　’一，：．il：蕊：：：：：：懲�l貿響元詐1’弓？・　c・−w2一伺上k−　　　　．　t当もCU−W3’…b噛鋤”スW　　　　　、．aク・C・−W4・・・…硫製銅〃グステソ（W70％）　　1；il　　　　　　　l　　　　　　　　　　�_］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；．nlll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：］　　　　　　　　　、：　’　　　　　．日　　　　　　・　　’・1］・　　”，咋　　　≒　正　，・1，il　　　　　　　　l−iii‘　　　　　　　　　：；！　　　　　　　　一］　　　　　　　　」1、、1〆へ一　、4θ・1〉r’’，　’　ノ’／／／／f　　　　　　　　　／．．該’亮繊．●、測定位P．可勤接融、、　、！1兇’s・ぴな囑∈■　　　1ト20　　　40　　　φ0　　　80　　第2薗　接鯛璽力、　．　　　　　　　P川　　　　　　一：i　　　　　　・三‘・］　　　　　　二・，：lli　　　　　　　恩　　　　　　，�j雫‘」N　　・1　　　　　　　　（1：　　　　　　　、i3　　　　　　　　　は　　　　　　．、・i　　　　　　　　ll　　　　　　　嬬　　　　　　　　�_　　　　　　　．．’　　al‘　　　　　　1コ　　　　　　　，・：・1　　　　　　　　　ヨIOO　　　t20’コイル電璽V　　�j　　　　　　　　・臨｛　（121）37’xt9、’1�n∴で�n：二∵稽�n�n三∵三二で三三言�h璽ド　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　ノ1　　　　　　　　　　　…じ　ケ，c。．．w5・・．一・…：……。雌鋤ングステ、1∴≠A・3・−M・7・……・・…噛雛・ブデン　　・［’サ，Ag　40−M。60・・……・b減製銀モリブデン1　ア，イ，エ，オ，カは燐試娩糠噸｜・鋤直し［・磯蹴畑した・接麟噸燃時灘電器を用いて　　　電磁コイルの電流を開閉して行つた・回路條件は多少の｜　　　憂動はあったが8．6mH，　bC　200V，＆（）OAの誘導回路，r−一醐繊働82照燃酬・撒子間蹴…51　　　�oであつた．　　　　　　　　　　　　「；’。瓢�f漢鑓�k竃�f�f蕊；ζ‘　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、！．　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　ミ　コエ　　タ　　　　　　　　コ　ヤ　．　‘　　　　　　　　　＼　　　　’　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　静駒醐子間の麟嘩醗して錨しt？・waでは．．1　　　　　　　　　　　　　　　のすべ咽餓願を蹴可動醐子搬極と砕，接　鯛塵力はワイプした時1・3kgであつて・第’2回には電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　コ　　ベ磁・イルの操作酬による靭聖騨値暫す同圓’は引離＠ヅリソ撮醗鰯の各々の位置で噸片　　t一　最終位置の牽引力を測Pたものである・下方の「ワ4プ　しない時」とあるのは電磁吸引力がスプリングよbも弱　、い時であつて，可動片は未だ最終位置に達していないの1で，ワイプした時の曲線との間が切れた圓になつている．3糖酋．　　．、．「−t　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　，　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、もト　　ず1’ylt｛，1：・巨L．il”　’i渉ヒドlil層ytイ‡．ンμ：．：〉c−’lJゴ‘1：二5・”1二・町／jllピ≧・’t　　　　k●、　　　‘シ　‘‘‘了ピ・　　　　、F、‘cl；・｝1　　381’1ごle’：．　　　　1　　　　　　1　　　　庵磁コイル　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　［回路條件．操作電堅接腸子材料　　　　　、　　　　　　　　’趣癒1、した回目　　　　　　、ぺ溶着回数　　　■開閉回数　　　　　，摘　　　　　　要　　　　　　1＜l　　l血・7、．1550δ7回以後ワ≒プしなかつだ．剛］　　　　　　　　　ノ”45　1　（泊1い＼　　8238‘300　　　，「46醐後味プしなかつか　　　　o05総18叢6一一、Cu−W　1’r一　　5001Cu　211838300o　　　　’，　　90、　　、、Cu　1rt　　　一一　♪300　．へ・Cu−W　1　　　、　　　　　　　　　　　　　　s’一一200’／　　・　　＼・・1一一　　、20δ�`　　　←tc・1、215415．、�H　40’1　　　　　　　］4　　　10　　、39餌　　　　、10回申8回は自分で離れた1・　　1　　　　1　　・4∴6’　　　　　　’　　（辿1　　　　　　　　、、「、5’　　9’　　　　　　　　　911＼1．一　　　10、　　3、　　　　’，　　　　　　　　「1336、，s　　Cu　2一　　　20、　311　二、、　　　　　�`二一200rr　‘＼Cu−W　1　　　　　　　　　　φ　　一200、　　30　　‘　　ト　　　　　‘1’　’1、　　　、（＋）Cu−w　1，（〒）Cu　1一“一　　　一、一「　　　3　　　　一　　　　5　　　＾　＼31入（＋）Cu　1（一）Cu÷W　1　　　2・【　　　　、　　　4．　　　　　　’20、　　　　4　　　　　　　　　“　　　　．（＋）Met・・C（一）Cu　1一　　　　　　　．70電弧が大きい（＋）quゴ（一）Wet・C一　　一’一一A”　　100同　上　・　　　　　　　竺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、〉＼●∫、、1、4（122）鴇、第　　1　　表しLぐ，、三菱電機・●VOL・23・No・4・斗949，’’‘｛灘騨竺1’∵・・�`古　　　　　　�d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3！’　ア1）¢・6v繊鱗浪荷鵠、ぷ治璽↑鷲鰺、；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　’蔓聯蛎力レ提鋤置蝿齢イξ・嚥檎嬢，　　嬢又て；℃�JC・2，C・−W1，Mぎ・・Cφ綱あ’　　　’溶備回数を調べた結果を第1表に示す・　　’　・　　　　：i；DC　200V，300A，8・6mHの時　　　　引離しスプリング最弱位置に置きアと同じ實験を行ない　　　　その結果は第1表に示す・第2口で｝｝かるように禦1薗’　　（ア？のnveの獺子は戸操儒墜35V以上で・　　　　イブする・35V、より’も少し高い電塵では面が荒れるとワ　　　　イプレなくなる・溶着の現象は操作電塵の高い時すなわ狸解1：欝�h⌒糎’　　　　（．1）C・1・e　C・2を比轡れ1繰作電塵の低、愉ま　　1　Cn　’2，操作電塵の高い時はCu　1が良いと云うことが．　　　　わかる・これ嶋2ロで劇幡魔30V’の時（t・C・・；．の．　　　’接綴壁力は5009であつてワイプぜず，開　　　　麟繰は雌で砿鯛赫坤るの捧　　　　で溶着し易い・これに反してCu　12では可　嚇＼　麟灘s鴬し鷲鷲裟：’tEsへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　殆んどIOkgに達し，跳りが起つて繍し　　　　易いのではないかど老えられる．從つて最　　　　低動作電塵さえ高くてよいならば・Cu　1の　　　　形斌が良いとうミえる・　　　　　　　　　　、　　　、》　　　　（2）、Cu−W．は溶着は起らないが，極の　　　、’畷にらを戯麟渤鞄る・三方に溶　　　　融遁い綱があれば他方に溶融しにくい｝灘蕊璽轡・つつ働・　．，　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　ny’・ti．　（3）Met・CはCuと組合わぜて便用して　　　　も溶着しない・こめ時はCuカミ溶げてMet．C　　　ピくつついてもc欄が脆くて離腕する，　　　　のて漕着は起らないカミ，Met・6の溝耗は　　’　　　　激しいことになる，　　　　　、　　　　　．�d’　　　4．蓮績開閉試験，　　　　　　　　　　　　　ミほ　　　　　　　　　　　　　　ね聯璽騨欝�n塁1ご二�n警響繰：饗　　　t’・”己”．・　tt、　．．い　t・（　．　t’・f，こ福ゾ　　・　　　　・N’　　　　“、』　　　’，　　．’　　　・　　x　　・、允1へ　　”C’繊・銘蹴コイルwn　8°v，の麟聴璽　　　　　慧欝繊，と蒜鍵霊鷲ら．璽　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　∵wwにつ・，て接鰯蹴と消糎を測定した・その繰を．fl　　　　　∵それぞれ第3四と第4固に泣・この接鯛器としては相�d5卜　　　　　声酷編聯ので醐蹴郷なつて・・一当　　　　　　W1とAg　30−Mo　70の鎖付が離腕したので測定出來　　］　　　　　　なかつた・Ag40−MO　60は鐵付した試験片が薄くCu・’；4−“1　　∵　．この試験で接触繊抗，滑耗量，温度上昇　　　　を測定した・實験を2度行つたので第1，　　　　第2實験として説明する．　　　　コ　　　、ナ，aSl實綾”−！　　・　多少の愛化はあつたがD（200V，300A，「一　　　直流電磁撒の接鰯子材轡9待鳥　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：1翫・±　」4．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1・sフ、、●　　　　　　　　　　　　　　Aぜ・　　　　‘　　　　　　　、プ1・6z　　’、蔓一一’，／　　　　匂・1・4　　　　　　　　　　　　、ご・1−遭ノ『’．■、t’’t・2、ノt　　　　　　　　　　　　　／a、’｝’ノ　　　　　　　　　　　　　、”　　　　　・ノ｛・o’’、｛．｛；＿　．　　　　　　　　　　1　　　　・：b，，≡≡ミ　；　　　、’（2ン　　　　　　丁o・8　’’，　　　　寸・’：冒　　　邑・●、こ　竜1　、‘　　　　　　　　、，〆、　密ノ〆　　　　　　　．θ・δ、！　　　・．　　　　、’ノ！1≡幽e’4’A、屑3°’H・70，」巨、、e・2・　　　　：柘6b蓼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　、．’止00！　　　　　　　　　　　，，5・36・芦｛命）’o■　　　A　　　r125e‘　、　　tt　　’　　　　　　　　　，246θ痢廟の部分が露出したので15分で申止した．またCu−W3ロ瀧力鞄灘縫しかつたので5分で申止した・　烈實瞼が苛酷すぎために一・原困はあるが，鑓付が離腕した、一　　）ものは中央部に鐵が流れていないものや鐵付のフラツタスカミ残つているもの’（　．E）つた・残留しているブラツクス，鵬力諺み出して電弧力瀞色を呈するものもあつた・　‘∴イ，第2回責験　　　　　　一．C・3・Cu−W’4・　’　ctirW　5の撒で接鯛抵抗・瀞漫・；．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．‘　　　　　　　　　　　　　　e・　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　”　斗、＄3圏　接鰻抵抗♪、：、xt．ソ一ll・4　　A”1‖　　　｝　しノ　　　　コ　　」　　　k（瑠3）■J　’ミ幽r！幣下�a　’＼　ノ1L−一’1　−．Jf−’コニー．　　　　　ほ一丁・＝＝一ニアー亭’二＝コ　　　哨・　舞’　　量　　　鴨w接鴨抵抗mΩ　　　　1實験順序1測定時　　　　1血1・・−W・1・・二W・一〒一・一一＾”’［　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・鴨曄＿一一一一・一一一・一一一一一一0．17　1　0．58．0．88　．　0．79・隅’0．267　0．031一�J：1；一αgo　O。95　一　　一一一　始・豊　始｜　終一・．．一一’　　　I　　　　　　　　l8劉8二司1：16　　F−一二一＾一一1−←　一　一一→．一．・劇�J：紗：髪’o12se痢痢π椴第4圏　接鯛子消耗量温度上昇の測定を行つた・回路條件は多少の猿鋤はあるがDC　200V，280A，8ξ6mH，64回！分コイル操作電‘塵115Vであつた・．第1回實瞼で接鰯子温度が相當高くなつて色々却竜を來したので，今度は始め接鰯子温度を　150℃で抑え，後牛では200℃〜250°Cに抑えて注意深く實験した・從つて敷百回開閉して冷却を待ち，ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホた同じ回敷つつ開閉して接鯛子を取代え各材料を交耳に測定した・　接鰯抵抗は第2表に示す．滑耗量と温度上昇はそれぞれ第5，第6園に示す・第5薗の滑耗量は最初の測定の開閉回数が各材料で少し蓮つたので第2回目の重量測定時を0として書いたものである・温度上昇曲線は敷回測定したのであるが・Cu　3は電流値が幾分高い時には温度上昇も大きく表れ，Cu−W　5は開閉回敷が増せば温度上昇も大きくなるがその各段階で電流値の順に温度上昇曲線も並んでいた・Cu−W　4は幾本かの曲線は接近　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ．して上述のような判断はできなかつた・これらの申の近い電流値のものを取り出したのが第6園である・同固のCu　3とCu−W　4は4000回前後の測定であり・Cu−−40　（124）　　　　　　　　　　　第　2　表　　　　　　　　　りら　　　W5（284A）は3000回前後，　Cu−W　5（281　　　A）は2°9°回鹸の測定である・9u−W5は　　　材料の消耗移轄が甚しく温度上昇も大きくなつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たので途中で中止したのである．實験後の爲賃　　　　を嘉7田に示す・　　　　ウ，考　　察　　　　　　　　　’　　　　（1）接鰯抵抗　　　　第3圃から接鯛抵抗の順位は246ρ　　　　Met．　C＞Cu・−W　1，　Cu　−W　2＞Cu　2＞Ag−　　　　Mo＞Cu’1　　　　　　　　　　　’となる・Cu　2が豫想外に大きいのはワイプ作用が少なくて接胸面と電弧護生面とボ接近しているためと思われる．第2表ではワイプ作用ボ完全でありその上温度上昇を抑えていたために著るしい接鯛抵抗の増加は見られなかつたがその値を比較すれば，Cu　W　5＞CuW4＞Cuとなつている．また第2表でCu　3は蓮績開閉操作の始めでは終りょり著るしく抵抗が塘しているのaa　cuの酸’化膜の抵抗のためであつそ，電弧により容易に酸化膜が破れることがわかる・これに反してCu−Wは順亥に大きい抵抗値を示している・　接鯛子の形状同じものについて上の結果を綜合すれば接鯛抵抗は次の順位になる・Met・C＞Cu　W＞Ag　Mo＞Cu（2）滑耗量　第1回實験は相雷苛酷であつたので第2回實験の結果すなわち第5画から判断して見る．Cu　3＋樋，　Cu3　一極・C・−W4＋嘩約15°°回働’ら↓ま埴酬珊耗していて，Cu　3＋極とCu−W　4＋極は干行に進むt　　　　　　　三菱電機・V◎L．23．No．4　．　194g、づ》t』隠苦7�nぎ再丁三垣；で�n只司『「∵’二∴◎主�n：二∵で1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7「）＿＿＿＿＿」姦生二5置旦＼　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　l　いので陰極面前の陽イオシは吹消コイルのフラツクス　によつて吹き飛ばされ，陰極降†が小さく｝1つて短間　隙の移轄に近い移轄現象が表われるのではないかと思　われる：　　　，　　　　　　　　、　　陽極の消耗量を比較すれば　　　　　．　　　　●　Cu　W　5＞Cu　3＞Cu　W4〜　第4圖は各々の條件が違つていたかも知れないが15　分の時の消耗量は　V　　　　　　　　　　　is　Cu　W　3＞Ag　MoンMet．　C＞Cu　2＞Cu　W　2＿　30分操作後の消耗量は　　　　’　　　　　　　　・　Met．　C＞Cu　W　2＞Cu2＞CU　1・meし硯オゆM・’・c｛綱ご灘・湛しく・磯　　鯛器には適しない，℃u−Wはその結合組織によつて　　　　　，第　5　蘭　　接鯛子消耗量傾向にある・消康酬兄を見れぽCu接掲子は℃uの溶，けた粒子が飛証してい石Cu−W接鰯子は陽極の接燭面〔電弧畿生面の部分）の…部が四1ん16取沈（陰極にくつ＼つくよ5な傾向があつて，こ牙Lは第5価でも見られる・　　　　　　　“し’　　ま十工ζユキ　ー’シ、弍〆すなわち製作方法によつて相當の差遠が表われている�_が，a祉製のCu−WはCu　1とほk’同様の成績である・　（3）　温暮芝：上昇　　　．　　　＼　第6回でCu3とCu−W4は同じ開閉回敷であ　り，−CU−W　5（284A）はそれより1000回少ない時　の曲線である・それで萱材料の温度上昇は　　　　；■’Cu’W5＞Cu　W　4＞Cu　3が；蕊・�l脇慧麗鶯蕊継竺二W5のように急激に温度が上昇するのは接鯛子に取つ，ては面白くないことである．t　く表われているr接鯛子材料の移轄現象は一般の　　　　　　　　　　　　　　　q2　　　　　　’　説によれば次のように分類されゐ．矢印は移輔方　向を示す．　　　　　、　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　｛　　　　　　／　　　陽極7「→陰極　　　’大移鱒　正規移轍…・…”’；ts弧桂を俘う時　　．　　　　　　　　　陰極一→陽極・’異常繊一’9…銚に封し蹴醐　　　　　　　　　　　　大か；特殊の雰園氣　　　　　　　　、　　　で電弧を登生する時　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　移轄量が著るしく増　　　　　　　　　　　　大することがある・っ灌『灘繍籠巖鷲�fご．．を註て見オぱ陰極から醐された電子の嚇に比し，陽イオソは殆んど静止していると見てよ一嘩電磁接W器の撒子材料・待鳥　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　●、脚濠丁一丁、T　　　、・　　一、　　　　　　　A一一　　一＾、’，e「N5，f“abレう’●ぴ1、｝　　　・、：「‡　　　｛tZe　1　　＿⊥しの…ト｜3止　♪1　｜．、“　　　　　　　1’：ゴニ、　�Qr’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　09、　　　　　　‘　　一⊥÷一【　　「　　i7「…「一　　｛　　十　醐一斗＋＋二　　　　！硝‘L−＿．＿」＿一．＿＿L　　　　　姻　　　　　　　叶L」綱　　｛醐　　　　細〉　　　衙　・　　馳θ　　　　．第　　6　　岡　　　　接鯛子温度上昇幽線＼＼（125）　・’�n　’鷲　弍　　縛二・亘ぞ　　　　　　　ヨ　づ　　．，’］　　隅　　弓　　　］　一．』　∴帆　　・�`　．‘篶　剖o：　　〆レ、　　ス　’　，〈　・，’i41　．　xl　　　tI罐町苅苛．一一’c’　　　　　　　　　　、一：1・　’（　“sLtd二，卜1硬、！声畑、●5．結’●’言「ぷぷFCu−W　5　（＋）姦Cn−−W　S　（一）　　，／Cu　3c＋）Cu−W　4　（一）へCu−W　4（＋）開嗣回敦　Cu　3……………………6270倒　　　　　Cu−W　4・一一一…6025回　　　　Cu−W　5…一・一・…3700回Cu　3（一）第7圖　　試騎後の接鯛子（1．32倍）以上接鯛子の種々の材料の實瞼状況に？し淀述べたが，　　、bと・x±rvの銅タソグステソは結果が良くなかつた・”また銀モリブデンほ鎖付した試料が薄かつたのでla赴，製のCu−W．及びCuとMetl　Cの三つの材料を比較すれば次のようになる…　　　　　，．�d’　’7，接鯛抵抗・・一／……Met・C＞Cu−W＞Cuイ，陽極消耗量一Met・C＞Cu−−W＞Cu（第1實験）　　　　　　”Cu＞Cu−W（第2實瞼）ウ，温度上昇一・・…………Cu−W＞Cu　　、　　’Pt，溶　着………CUは起つてもCu−W，　Me¢．　Cは起らなかつた・從つて直流電磁接鰯器の200V，300A附ングステンを使用すれば良い．　　　　　　　　＿．　以上不充分な實験であつたが幾分の御参考になれば幸・違言≧吉嚇di，．maew＊’宮繭撫。�S縮導綬蹟螂當つ磯助綬けたことを�鰍ｷる42　（126）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘σ　　　　　　　　　　　　．へ”　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　，13〆〆　　’　　　文’献N（1）鳳誠三郎：開閉接鯛子材料に闘する諸問題　　　「電學誌」S！，　，ca2．（昭16−3）．・’ノ　　　　　　　　　N＼　　　　　　　　　　　　　　　、L　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　へぶ　へ　　　　へ　　ヱ　ニア　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　年　　誤　　“　．　VOL♪、22　Ng，6rF・不純物がA1．およびその合金｝こ　及ぼず影響（第1報）」6頂右側第3画を下記のように　訂正致します．　　　　一　　　　　　‘　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　．t　　　　　　　　　　≡菱電機・VOL．23．　No．4・1949‘　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　・　■、N一一新製品紹介一ダイヤトーン49’K型ラジオ受信方式16球スーパー　ヘテロダイン式　　　　　　　（ネガチイプ　フイ〜ドバツク付）受信周波敷染　550〜1600キロサィクル　6・y18メガサ　　　　　　イクル中間周波敷463キロサイクル使用口塞管6W−C5周波猶換管　UZ−6D6Φ　　　　　　川周波増幅管　　　　　　6Z−DH3第二：繊波，自動音量凋整，　　　　　　低周波増幅管　　　　　　UY−76　低周波増幅管　UZ42出力　　　　　　増幅管　KX−80整流管無i−，出力　2キロワツト感度階級極微電界級高　聲　器　6；吋工Vクトロダイナミツク式　プ　　　　　　リーエヅジ型　　　　　　フイールド抵抗1500Ω電　　　　　　況｛　se〜〔｝0サイクル　　100〜85ボルト消費電力　75ボルトアンペア型　　　　状　高さ375粍　幅496粍　奥行258粍全　　重　辻　12キログラム　　　　　　　　VOL．23　　　「三菱電機」　　　　　　　　　　　　　掲載内容　　　　　　　　NO．　3最近の大型楚堅器について…　”・・・・・・・・・・・・…　田　宮25，000KVA中性呂ll絶縁低下饗眉ξ器の　　　　　　衝撃電駆試験・…・…　…・・…村　」：柱上愛駆器・・・・・・・・・・・・・・……・一・・…・…・・1）Cs田EV型デアイオン避雷器・・・・・・・・・・・・・・…一…大木　新製品紹介　　　・謹電劇撒2；内容齪鐵製イグナイトロン整流器冷却方式について…　加　藤電車割i流器の遮劃特性一・…一’・・…一一・・…小川鷲灘に�f灘雛，ピ・一…ジ代用・イ・シー紙につい・…一・一一・薗膏　　　　　　　　　　　　　　　　　tS∫氾　田新型三菱電氣扇…：・…・・・・……・………・・＃E；r谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　田勤認鑓�f鷲�f語諸iさ�j・鰯　新製品紹介「三　菱　電　機」VOL．23　NO．4●昭和24年7月30日印刷『禁　無　断　韓　載』　昭和24年8月5日登行定債1部　金15圃（邊料共）’’　　　　　｝編輯彙褒行人印　　刷　　者印　　刷　　所行　　所小　　　林　　　稻　　　城　．東京都港匿腐布竹昏町一番埴大　　橋　　松　　三　　郎　東京都港匿麻布竹谷町一番埴博文堂印刷所　東京都千代田臣丸の内2了興2番塙三菱電機株式會肚丙　「三　菱　電　機」編　輯　部　　　　　電話丸之内幽3344（6）　　　　　　日本出版協禽金員番駅B213013■d、三三菱OPライト｛よ轄車の速力に影響ず，いつも一一定のさを保ちしかも電切れる心配がありん．三菱登電式自轄車灯●●機　種・…　　…・4！1，1／2−1／4，吋精巧なる技術て最高の工作能力を有する三菱電氣ドリル三稜電穫轍式會脆

		2025-08-18T15:58:57+0900


	



